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史跡まつりのビッグ双六

●人　口／59,761人　（＋64）
　男　性／29,764人　（＋40）
　女　性／29,997人　（＋24）
●世帯数／21,568世帯（＋41）

人口と世帯
※平成24年3月1日現在（住民基本台帳） 5月1日（火）

●下野市ホームページ● ●携帯サイト●
QRコード●E-mail●

http://www.city.shimotsuke.lg.jp
info@city.shimotsuke.lg.jp

第33回
天平の花まつり開催

国民年金保険料 3月分
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つなごう 心　結ぼう 絆　2

第33回 天平の花まつりを開催します

今
年
も
天
平
の
丘
公
園
で

『
第
33
回
天
平
の
花
ま
つ
り
』

を
開
催
し
ま
す

　

公
園
内
花
広
場
を
中
心
に
咲
く
約

４
５
０
本
の
八
重
桜
は
見
ご
た
え
十

分
で
す
。
ま
た
、
５
月
６
日
㈰
ま
で
、

商
工
会
会
員
等
に
よ
る
出
店
が
あ
る

ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
も
連
日

開
催
し
ま
す
。

　

ご
家
族
、
お
友
達
お
誘
い
あ
わ
せ

て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
催
し

　

林
あ
さ
美
歌
謡
シ
ョ
ー４

月
13
日
㈮

　

と
ち
お
と
め
25

４
月
21
日
㈯

　

明
日
香
る
み
歌
謡
シ
ョ
ー

４
月
28
日
㈯

●
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー

　

特
命
戦
隊
ゴ
ー
バ
ス
タ
ー
ズ

　
　
　
　

４
月
15
日
㈰

●
そ
の
他
の
催
し

・
坊
っ
ち
ゃ
ん
列
車
・
ミ
ニ
新
幹
線

　

の
運
行４

月
１
日
㈰
〜
５
月
６
日
㈰

・
移
動
動
物
園

　
　
　
　

４
月
21
日
㈯
・
28
日
㈯

・
遊
び
広
場

　

 

4
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰
・
21
日
㈯
・

22
日
㈰
・
28
日
㈯
・
29
日
㈰

・
野
点
（
カ
ラ
ク
リ
水
車
前
）

４
月
21
日
㈯
（
雨
天
時
22
日
）

・ 

栃
木
県
立
し
も
つ
け
風
土
記
の
丘

資
料
館

　

第
25
回
春
季
特
別
展　

栃
木
の
遺
跡

―
最
近
の
発
掘
調
査
成
果
か
ら
―

　

４
月
21
日
㈯
〜
６
月
17
日
㈰

●
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課
☎（
48
）２
１
１
２

花
ま
つ
り
期
間
の
交
通
規
制
に

つ
い
て
（
お
願
い
）

　

４
月
10
日
㈫
か
ら
30
日
㈪
ま
で
、

花
ま
つ
り
会
場
周
辺
の
交
通
渋
滞
解

消
と
交
通
事
故
防
止
の
た
め
、
一
部

交
通
規
制
（
一
方
通
行
・
駐
車
禁
止
）

を
実
施
し
ま
す
。

　

期
間
中
、
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課
☎（
48
）２
１
１
２

駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ

　

JR
東
日
本
に
よ
る
駅
か
ら
ハ
イ
キ

ン
グ
が
天
平
の
花
ま
つ
り
期
間
中
に

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

天
平
の
丘
公
園
の
満
開
の
八
重
桜

や
史
跡
を
体
感
し
な
が
ら
、
ハ
イ
キ

ン
グ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

・
期
間　

４
月
17
日
㈫
〜
23
日
㈪

※ 

期
間
中
お
好
き
な
日
に
参
加
で
き

ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
。

・
コ
ー
ス

　

 
小
金
井
駅
↓
日
酸
公
園
↓
久
保
公

園
↓
御
使
者
橋
↓
天
平
の
丘
公
園

↓
オ
ト
カ
塚
古
墳
・
伝
紫
式
部
の

墓
↓
摩
利
支
天
塚
古
墳
↓
蔓
巻
公

園
↓
ゆ
う
ゆ
う
館
・
天
平
の
湯
↓

慈
眼
寺
・
金
井
神
社
↓
小
金
井
一

里
塚
↓
小
金
井
駅
（
ゴ
ー
ル
）

・
特
典

　

 

ゆ
う
ゆ
う
館「
天
平
の
湯
」入
浴
料

割
引
券（
３
０
０
円
↓
２
０
０
円
）

　

銭
石
ま
ん
じ
ゅ
う
1
個

●
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課
☎（
48
）２
１
１
２

花
ま
つ
り
開
催
を
前
に

平
美
林
会
が
公
園
内
を
清
掃

　

平
地
林
保
全
の
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
る
平
美
林
会
は
、
毎
月
、
天
平

の
丘
公
園
内
を
清
掃
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
る
「
天
平
の
花
ま
つ
り
」
の
開
催

前
の
３
月
12
日
㈪
に
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
会
員
が
、
平
地
林
の
中

を
流
れ
る
明
日
香
川
の
清
掃
活
動
を

実
施
し
、
一
年
分
溜
ま
っ
た
枯
葉
や

汚
泥
を
取
り
除
き
、
水
路
は
見
違
え

る
よ
う
に
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
25
日
㈰
に
は
、
全
加

入
団
体
に
よ
る
平
地
林
内
の
一
斉
清

掃
を
実
施
し
、
枯
れ
枝
や
空
き
缶
な

ど
を
拾
い
ま
し
た
。

　
「
天
平
の
花
ま
つ
り
」
に
お
出
か

け
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
、
平
地
林
内
で

せ
せ
ら
ぎ
の
音
を
聴
き
な
が
ら
、
森

林
浴
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

天平の花まつり

広
報
し
も
つ
け　

24
･
４
月
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春
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み

運
動
の
実
施
に
つ
い
て

●
期　

間

　

４
月
６
日
㈮
〜
15
日
㈰

●
運
動
の
基
本

・ 

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

●
全
国
重
点

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

・ 

す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

●
栃
木
県
重
点

・ 

子
ど
も
や
高
齢
者
に
優
し
い
３

Ｓ（
ス
リ
ー
エ
ス
）運
動
の
推
進

◎
３
Ｓ
運
動
と
は

Ｓ
Ｅ
Ｅ　
　

 

子
ど
も
や
高
齢
者
を

い
ち
早
く
発
見
す

る
。
子
ど
も
や
高
齢

者
の
動
き
を
よ
く
見

る
。

Ｓ
Ｌ
Ｏ
Ｗ　

 

子
ど
も
や
高
齢
者
を

見
た
ら
減
速
す
る
。

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ　

 

危
険
を
感
じ
た
ら
す

ぐ
に
停
止
す
る
。

　

の
３
つ
の
Ｓ
を
推
進
す
る
運
動

で
す
。
３
Ｓ
を
守
り
子
ど
も
や
高

齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま

し
ょ
う
！

●
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
安
全
課
☎（
40
）５
５
５
５

　

自
治
医
大
駅
西
口
の
自
転
車
置

場
内
に
長
期
間
放
置
さ
れ
て
い
る

自
転
車
が
多
数
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
ま
ち
の
美
観
を
損
ね
ま
す
の

で
、
自
転
車
置
場
エ
リ
ア
を
含
め

た
駅
西
口
周
辺
を
自
転
車
放
置
禁

止
区
域
に
指
定
し
ま
し
た
。

　

放
置
禁
止
区
域
内
に
放
置
し
て

あ
る
自
転
車
等
は
撤
去
し
保
管
場

所
に
移
動
し
ま
す
。

　

な
お
、
自
転
車
置
場
エ
リ
ア
に

つ
き
ま
し
て
は
、
従
来
ど
お
り
駐

輪
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
利
用
の
マ
ナ
ー

を
守
り
、
放
置
自
転
車
を
な
く
し

て
、
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
参

加
し
ま
し
ょ
う
。

●
放
置
禁
止
区
域
指
定
日

　

平
成
24
年
４
月
１
日

●
保
管
場
所

　

自
治
医
大
駅
東
自
転
車
駐
車
場

　

下
野
市
医
大
前
４―

４―

１

　

☎（
44
）７
０
５
８

●
保
管
費
用

　

返
還
の
際
に
、

　
　

自
転
車　

１
，０
０
０
円

　
　

原　

付　

２
，０
０
０
円

　

を
徴
収
し
ま
す
。

●
そ
の
他

　

告
示
の
日
か
ら
90
日
経
過
後
、

な
お
引
き
取
り
が
な
い
自
転
車
は

処
分
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
安
全
課
☎（
40
）５
５
５
５

【
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
図
】

　

指
定
区
域

新たに指定した
自転車放置禁止区域

自治医大駅東は、既に
自転車放置禁止区域
として指定されています。

自
治
医
大
駅
西
口
周
辺
を

自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に
指
定
し
ま
し
た

JR
自
治
医
大
駅

国
道
４
号
線

祇園交番

優
良
運
転
者
表
彰
受
付
の 

お
知
ら
せ

優
良
運
転
者
の
定
期
表
彰
を
行

い
ま
す
。
申
請
手
続
き
な
ど
、

詳
し
く
は
今
月
号
の
33
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

交通安全
自転車放置禁止区域

広
報
し
も
つ
け　

24
･
４
月
号



防　災

東
日
本
大
震
災
の

避
難
所
へ
植
樹

　

栃
木
県
で
各
地
に
甚
大
な
被

害
を
及
ぼ
し
た
東
日
本
大
震
災

を
乗
り
越
え
る
思
い
と

併
せ

て
福
島
県
等
か
ら
避
難
さ
れ
た

方
々
と
県
民
の
皆
様
に
よ
る
避

難
者
支
援
を
通
じ
て
生
ま
れ
た

助
け
合
い
の
心
を
長
く
留
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て

ハ
ク
モ

ク
レ
ン
を
植
樹
し
ま
し
た

　

下
野
市
で
は
避
難
者
を
「
天

平
の
芋
煮
会
」
に
招
待
し
た
こ

と
で
ゆ
か
り
の
で
き
た

天
平

の
丘
公
園
内
の
夜
明
け
前
広
場

に
５
本
の
ハ
ク
モ
ク
レ
ン
を
植

樹
し
ま
し
た

●
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
安
全
課☎（

40
）５
５
５
5

空
間
放
射
線
量
測
定
器
を

貸
出
し
て
い
ま
す

　

環
境
課
で
は
市
民
の
皆
様
が

身
近
な
生
活
環
境
等
の
放
射
線

量
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う

空
間
放
射
線
量
測
定
器

の
貸
出
し
を
行

て
い
ま
す

　

ま
た

子
ど
も
の
生
活
環
境

等
の
放
射
線
量
を
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う

市
内
の
児

童
館
で
も
空
間
放
射
線
量
測
定

器
の
貸
出
し
を
行

て
い
ま
す

児
童
館
で
の
貸
出
し
対
象
は

市
内
に
住
所
の
あ
る
20
歳
以
上

の
個
人
ま
た
は
児
童
・
生
徒
に

関
係
す
る
団
体
等
で
す

　

貸
出
し
に
関
す
る
詳
し
い
情

報
は
市
ホ

ム
ペ

ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か

左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

※ 

貸
出
し
に
は
事
前
予
約
が
必

要
と
な
り
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
課
　

☎（
40
）５
５
５
９

　

南
河
内
児
童
館

☎（
44
）８
４
２
０

　

石
橋
児
童
館☎（

52
）１
１
２
９

　

国
分
寺
駅
西
児
童
館

☎（
44
）０
７
８
６

水
道
水
放
射
性
物
質
の

検
査
結
果

●
問
い
合
わ
せ
先

　

水
道
課
　

☎（
48
）2
1
2
1

施
設

採
取
日

採水場所 ヨウ素
131

セシウム
134

セシウム
137

暫定指標値
（乳児飲用暫定規制値） 300（100） 200 200

水
道
施
設

3
月
5
日

南河内第１配水場 不検出 不検出 不検出
石　橋第１配水場 不検出 不検出 不検出
国分寺第１配水場 不検出 不検出 不検出

2
月
20
日

南河内第 2配水場 不検出 不検出 不検出
石　橋第 2配水場 不検出 不検出 不検出
国分寺第 2配水場 不検出 不検出 不検出

放
射
線
量
測
定
・
放
射
性
物
質
検
査
結
果

結
果
に
つ
い
て
は
市
ホ

ム
ペ

ジ
で
も
公
表
し
て
い
ま
す

http://w
w
w
.city.shim

otsuke.lg.jp/

●
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
課（
庁
舎
）

 

☎（
40
）5
5
5
9

　

児
童
福
祉
課（
保
育
園
）

 

☎（
52
）1
1
1
4

　

学
校
教
育
課（
学
校
）

 

☎（
52
）1
1
1
8

●測定期間　２月18日（土）～３月19日（月） 
測 定 場 所 最小値～最大値 測 定 場 所 最小値～最大値

庁
舎

国分寺庁舎

小
　

学
　

校

薬師寺小 （月）
南河内庁舎 吉田東小 （火） 0.11
石橋庁舎 吉田西小 （水）

保
育
園

グリム （月） 緑小 （木）
薬師寺 （火） 祇園小 （金）
吉田 （水） 石橋小 （月）
しば （木） 古山小 （火） 0.10
こがねい （金） 石橋北小 （水）

中
学
校

南河内中 （木） 細谷小 （金） 0.11
南河内第二中 （金） 国分寺小 （月）
石橋中 （木） 国分寺西小 （火）
国分寺中 （月） 国分寺東小 （水） 0.11

●保育園、学校は曜日により測定場所が異なります。
庁舎・保育園・小学校は地上 50cm地点。中学校は地上 1ｍ地点で測定。
●参考　県（保健環境センター（宇都宮市）の地上1ｍ地点）の3月19日㈪の

市
内
放
射
線
量

測
定
結
果

広
報
し
も
つ
け
　

･
４
月
号
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防　災 
　

普
段
か
ら
気
を
つ
け
た
い
火

災

し
か
し

私
た
ち
の
生
活

は
常
に
火
と
隣
り
合
わ
せ
で
す

　

誤

た
知
識
で
消
火
を
行
う

と

危
険
が
増
す
場
合
が
あ
り

ま
す

　

万
が
一

出
火
し
た
場
合
に

備
え
て
正
し
い
知
識
を
持
ち
ま

し

う

カ

テ
ン
は
ひ
き
ち
ぎ
る

　

炎
が
天
井
に
燃
え
移

て
し

ま
う
と
初
期
消
火
は
困
難
で
す

水
で
の
消
火
が
間
に
合
わ
な
い

場
合
は
引
き
ち
ぎ

て
か
ら

足
で
踏
み
つ
け
る
な
ど
し
て
消

火
し
ま
し

う

　

避
難
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は

天
井
に
炎
が
燃
え
移

た
と
き

で
す

火
災
に
よ
る
煙
が
発
生

し
て
い
る
場
合
は

ハ
ン
カ
チ

な
ど
を
口
に
あ
て
身
を
低
く
か

が
め
る
こ
と
が
必
要
で
す

　

布
団
を
寝
た
ば
こ
で
焦
が
し

て
し
ま

た
場
合
等
は
特
に
念

入
り
に
消
し
ま
し

う

綿
の

製
品
な
ど
は
少
し
で
も
種
火
が

残

て
い
る
と
再
び
燃
え
る
場

合
が
あ
り
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
安
全
課

　

☎（
40
）５
５
５
５

防
災
メ
モ 

震
災
に
備
え
て  

シ
リ

ズ
⑧

電気製品から出火したら

髪に火がついたら 油なべに火が入ったら

浴室から出火したら 衣類に火がついたら

カーテン、ふすま、障子などに火がついたら 石油ストーブを倒したら

感電の危険あり。
必ずプラグを抜く
か、ブレーカーを
切ってから消火す
る

頭に布きれや衣類を
かぶって消したあと、
水をかぶって完全に
消火する。

すぐに水をかぶる
か、床や地面にこ
ろがって火を消す。

消火器や水を準備して、
少しずつ戸を開ける。い
きなり開けると新鮮な空
気が補充されるため、火
の勢いが強まってしまう。

① 火が小さいうちは、水をた
たきつけるようにかける。
立ち上がっている火には、
上のほうをめがけて、半円
を描くように水をまく。
② 水がまに合わなければ、
カーテンはひきちぎり、障
子やふすまはけ倒して足で
踏んで消してもよい。

① ぬれぞうきんなどを
使って引き起こす。無
理ならば、そのまま消
火してもよい。
② 消火はぬらした毛布な
どをかぶせてから水を
かける。

①ガスの元せんをしめる。
②消火器を使うときは、油が飛
　び散らないように、なべのふ
　ちや壁に消火液をぶつけて、
　反射させるようにしてかける。
③消火器がないときは、大きな
　フタを手前からすべらせるようにかぶせて空気を断つ方
　法や、ぬれシーツなど一気にかぶせて油温を下げる方法
　をとる。

広
報
し
も
つ
け
　

･
４
月
号
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つなごう 心　結ぼう 絆　6

すがた川霊園墓地

すがた川霊園墓地案内図

　

市
で
は
、中
大
領
地
内
に「
す
が
た
川
霊

園
墓
地
」の
整
備
を
進
め
て
お
り
、第
１
期

分
の
２
０
６
基
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

使
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
墓
地
の
名
称
及
び
所
在
地

　

名
称　
　

下
野
市
す
が
た
川
霊
園
墓
地

　

所
在
地　

下
野
市
中
大
領
６
８
８
番
地

●
墓
所
の
概
要

 

・
芝
生
墓
地（
１
２
６
基
）

墓
所
の
面
積　

５
㎡

使
用
料　

３
２
０
，０
０
０
円

管
理
料　

４
，０
０
０
円（
年
間
）

 

・
普
通
墓
地（
80
基
）

墓
所
の
面
積　

５
㎡

使
用
料　

３
２
０
，０
０
０
円

管
理
料　

３
，０
０
０
円（
年
間
）

※
い
ず
れ
も
カ
ロ
ー
ト（
骨
壺
を
納
め
る
た
め

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
設
備
）が
あ
り
ま
す
。

※
使
用
料
は
、墓
所
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
権

利
で
、土
地
の
所
有
権
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
管
理
料
は
、除
草
な
ど
墓
地
を
管
理
す
る

た
め
の
費
用
で
、毎
年
度
５
月
に
お
支
払
い

た
だ
き
ま
す
。

●
申
し
込
み
の
資
格
要
件

①
本
市
に
引
き
続
き
３
年
以
上
住
所
を
有

す
る
方

②
同
一
世
帯
に
市
営
墓
地
の
許
可
を
受
け

て
い
る
人
が
い
な
い
方

た
だ
し
、改
葬（
他
の
市
営
墓
地
か
ら
遺
骨

を
移
す
）す
る
場
合
を
除
く
。

③
納
付
期
限（
平
成
24
年
７
月
31
日
）内
に

使
用
料
及
び
管
理
料
を
納
入
で
き
る
方

●
募
集
期
間

　

４
月
26
日
㈭
〜
５
月
15
日
㈫
ま
で
の
平

日
の
み
。た
だ
し
４
月
29
日
㈰
及
び
５
月
６

日
㈰
は
受
付
し
ま
す
。

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
ま
で

●
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

①
市
営
墓
地
使
用
許
可
申
請
書

②
申
込
者
本
人
の
住
民
票
の
写
し（
本
籍
記

載
の
も
の
）

③
印
鑑

　

直
接
、生
活
安
全
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
は
不
可
）

市
営
墓
地
使
用
許
可
申
請
書
は
生
活
安
全

課
に
あ
り
ま
す
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
抽
選
会

　

使
用
場
所
の
希
望
が
重
複
さ
れ
て
い
る

方
に
つ
き
ま
し
て
は
、使
用
場
所
を
決
め
る

抽
選
を
行
い
ま
す
。抽
選
会
の
日
程
等
に
つ

い
て
は
、該
当
さ
れ
る
方
に
後
日
通
知
し
ま

す
。

●
申
し
込
み
の
注
意
事
項

①
遺
骨
を
所
有
し
て
い
な
く
て
も
申
し
込

み
可
能
で
す
。

②
１
使
用
者
１
区
画
と
し
ま
す
。

③
芝
生
墓
地
又
は
普
通
墓
地
い
ず
れ
か
を

決
め
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

④
申
し
込
み
が
募
集
基
数
に
達
し
た
時
点

で
申
し
込
み
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

⑤
申
し
込
み
に
あ
た
り
、資
格
要
件
を
満
た

し
て
い
な
い
場
合
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

●
供
用
開
始

　

墓
所
の
供
用
開
始
は
平
成
24
年
８
月
１

日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
安
全
課　

☎（
40
）５
５
５
５

●
他
の
市
営
墓
地
の
状
況

　

使
用
可
能
な
墓
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、希

望
さ
れ
る
方
は
、生
活
安
全
課
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

市
営
墓
地
の
使
用
者
を
募
集
し
ま
す

（平成24年3月15日現在）

名　称 所在地 使用料使用可能
区画数

墓所の
面　積

管理料
（年額）

三昧場墓地 薬師寺3024番地 56 3.24㎡ 80,000円 2,000円

国分寺釈迦堂霊園墓地 国分寺993番地2 2 6㎡ 300,000円 850円

柴南霊園墓地 柴77番地3 2 6㎡ 270,000円 850円

サイ川霊園墓地 国分寺367番地3 1 6㎡ 230,000円 850円

柴木間内墓地 柴77番地1 87 4.86㎡ 170,000円 850円

広
報
し
も
つ
け　

24
･
４
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下
しも

野
つ け

市
し

にお住
すま

いの外
が い

国
こ く

人
じ ん

の皆
み な

さんへ

　7月
がつ

9
ここ

日
のか

から新
あたら

しい在
ざい

留
りゅう

管
かん

理
り

制
せい

度
ど

の導
どう

入
にゅう

により、外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

制
せい

度
ど

は廃
はい

止
し

され、日
に

本
ほん

に在
ざい

留
りゅう

する

外
がい

国
こく

人
じん

の各
かく

種
しゅ

届
とど

け出
で

の方
ほう

法
ほう

・場
ば

所
しょ

が変
か

わります。その主
おも

な変
へん

更
こう

点
てん

についてお知
し

らせします。

　１．住
じゅう

民
みん

票
ひょう

が作
つく

られます

　　　 　日
に

本
ほん

人
じん

と同
おな

じように、次
つぎ

に該
がい

当
とう

する外
がい

国
こく

人
じん

は住
じゅう

民
みん

票
ひょう

が作
つく

られ、住
じゅう

民
みん

票
ひょう

の写
うつ

しが交
こう

付
ふ

できるよ

うになります。

　　　　・中
ちゅう

長
ちょう

期
き

在
ざい

留
りゅう

者
しゃ

： 在
ざい

留
りゅう

資
し

格
かく

が短
たん

期
き

滞
たい

在
ざい

、外
がい

交
こう

、公
こう

用
よう

以
い

外
がい

で、3か月
げつ

を超
こ

える在
ざい

留
りゅう

資
し

格
かく

が

　ある人
ひと

　　　　・特
とく

別
べつ

永
えい

住
じゅう

者
しゃ

：特
とく

別
べつ

永
えい

住
じゅう

許
きょ

可
か

を受
う

けている人
ひと

　　　　・出
しゅっ

生
しょう

などによる経
けい

過
か

滞
たい

在
ざい

者
しゃ

：出
しゅっ

生
しょう

または国
こく

籍
せき

喪
そう

失
しつ

から 60 日
にち

以
い

内
ない

の人
ひと

　　　※ 住
じゅう

所
しょ

の変
へん

更
こう

や在
ざい

留
りゅう

期
き

間
かん

の更
こう

新
しん

などが正
ただ

しく登
とう

録
ろく

されていないと、住
じゅう

民
みん

票
ひょう

を正
ただ

しく作
つく

るこ

とができません。変
へん

更
こう

手
て

続
つづ

きが済
す

んでいない人
ひと

は、お早
はや

めに手
て

続
つづ

きをお願
ねが

いします。

　２．転
てん

出
しゅつ

届
とどけ

の提
てい

出
しゅつ

が必
ひつ

要
よう

になります

　　　　 　他
た

市
し

町
ちょう

村
そん

に住
じゅう

所
しょ

をうつす場
ば

合
あい

、日
に

本
ほん

人
じん

と同
おな

じように「転
てん

出
しゅつ

届
とどけ

」を出
だ

して「転
てん

出
しゅつ

証
しょう

明
めい

書
しょ

」の交
こう

付
ふ

を受
う

け、転
てん

入
にゅう

先
さき

の市
し

町
ちょう

村
そん

に「転
てん

入
にゅう

届
とどけ

」を出
だ

すことが必
ひつ

要
よう

になります。

　

　３．外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

証
しょう

明
めい

書
しょ

の替
か

わりに「在
ざい

留
りゅう

カード」または「特
とく

別
べつ

永
えい

住
じゅう

者
しゃ

証
しょう

明
めい

書
しょ

」が交
こう

付
ふ

されます

　　　○ 「在
ざい

留
りゅう

カード」：中
ちゅう

長
ちょう

期
き

在
ざい

留
りゅう

者
しゃ

には「在
ざい

留
りゅう

カード」が交
こう

付
ふ

されます。在
ざい

留
りゅう

期
き

間
かん

の更
こう

新
しん

など

の手
て

続
つづ

きの際
さい

に入
にゅう

国
こく

管
かん

理
り

局
きょく

で交
こう

付
ふ

されます。在
ざい

留
りゅう

期
き

間
かん

の更
こう

新
しん

ごとに新
あたら

しいカードになりま

す。在
ざい

留
りゅう

期
き

間
かん

などの更
こう

新
しん

の手
て

続
つづ

きは、入
にゅう

国
こく

管
かん

理
り

局
きょく

のみで行
おこな

い、市
し

役
やく

所
しょ

に届
とど

け出
で

る必
ひつ

要
よう

がな

くなります。

　　　○ 「特
とく

別
べつ

永
えい

住
じゅう

者
しゃ

証
しょう

明
めい

書
しょ

」：特
とく

別
べつ

永
えい

住
じゅう

者
しゃ

の人
ひと

には、「特
とく

別
べつ

永
えい

住
じゅう

者
しゃ

証
しょう

明
めい

書
しょ

」が交
こう

付
ふ

されます。

　　　　 「特
とく

別
べつ

永
えい

住
じゅう

者
しゃ

証
しょう

明
めい

書
しょ

」は、市
し

役
やく

所
しょ

（市
し

民
みん

課
か

国
こく

分
ぶん

寺
じ

窓
まど

口
ぐち

）で申
しん

請
せい

の受
う

け付
つ

け、交
こ

付
うふ

の手
て

続
つづ

き

を行
おこな

います。

　　　※ 新
あたら

しい在
ざい

留
りゅう

管
かん

理
り

制
せい

度
ど

が始
はじ

まっても、すぐに「在
ざい

留
りゅう

カード」や「特
とく

別
べつ

永
えい

住
じゅう

者
しゃ

証
しょう

明
めい

書
しょ

」に

換
か

える必
ひつ

要
よう

はありません。現
げん

在
ざい

お持
も

ちの外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

証
しょう

明
めい

書
しょ

は、一
いっ

定
てい

期
き

間
かん

「在
ざい

留
りゅう

カード」や

「特
とく

別
べつ

永
えい

住
じゅう

者
しゃ

証
しょう

明
めい

書
しょ

」とみなされます（希
き

望
ぼう

する場
ば

合
あい

は、換
か

えることができます）。希
き

望
ぼう

す

る人
ひと

は、現
げん

在
ざい

、事
じ

前
ぜん

申
しん

請
せい

を受
う

け付
つ

けていますが、お渡
わた

しは 7月
がつ

９
ここのか

日以
い

降
こう

になります。事
じ

前
ぜん

交
こう

付
ふ

申
しん

請
せい

は、「在
ざい

留
りゅう

カード」は入
にゅう

国
こく

管
かん

理
り

局
きょく

、「特
とく

別
べつ

永
えい

住
じゅう

者
しゃ

証
しょう

明
めい

書
しょ

」は市
し

役
やく

所
しょ

市
し

民
みん

課
か

国
こく

分
ぶん

寺
じ

窓
まど

口
ぐち

で受
う

け付
つ

けしています。

●問
と

い合
あ

わせ先
さき

　市
し

民
みん

課
か

　☎40－5557

下野市にお住まいの外国人の皆さんへ

広
報
し
も
つ
け　

24
･
４
月
号



●口座振替や前納がお得です

平成24年度年
金額（月額） 国民年金

だより
■問い合わせ先
市民課　☎40-5556
栃木年金事務所
☎0282-22-6074、4134

平
成
24
年
度
の
年
金
額
に
つ
い
て

　

厚
生
労
働
省
は
平
成
23
年
平
均
の
全

国
消
費
者
物
価
指
数
の
変
動
率
等
を
受

け
、平
成
24
年
度
の
年
金
額
を
０
．３
％

引
き
下
げ
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。老

齢
基
礎
年
金
は
、年
額
７
８
６
，５
０
０

円（
40
年
間
納
付
の
満
額
の
場
合
）と
な

り
ま
す
。

※
厚
生
年
金
は
、夫
が
平
均
的
収
入（
平
均

標
準
報
酬
36
万
円
）で
40
年
間
就
業
し
、妻

が
そ
の
期
間
全
て
専
業
主
婦
で
あ
っ
た
世

帯
の
新
規
裁
定
の
給
付
水
準
に
な
り
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

に
つ
い
て

　

平
成
24
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、

月
額
１
４
，９
８
０
円
と
な
り
ま
す
。

　

毎
月
の
保
険
料
は
、日
本
年
金
機
構
か

ら
４
月
の
上
旬
に
送
ら
れ
て
く
る「
納
付

書
」で
、金
融
機
関（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
含

む
）ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
付
で
き
ま
す
。

　

な
お
、納
付
期
限
は
翌
月
末
に
な
り
ま

す
。納
付
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
で
あ
っ
て

も
納
付
期
限
か
ら
2
年
以
内
で
あ
れ
ば

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
付
加
保

険
料
は
納
付
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
は
納

付
で
き
ま
せ
ん
。）

　

ま
た
、金
融
機
関
で
の
口
座
振
替
納
付

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
、

Pay-easy

（
ペ
イ
ジ
ー
）に
よ
る
納
付
も

可
能
で
す
。（
市
役
所
で
納
付
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。）

お
得
な
前
納
割
引
制
度

　

保
険
料
は
１
年
度
分
ま
た
は
６
か
月

分
な
ど
、ま
と
め
て
前
払
い（
前
納
）す
る

と
割
引
に
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、平
成
24
年
度
の
１
年
度
分
の

保
険
料
を
現
金
で
前
納
す
る
と
１
７
６
，

５
７
０
円
で
、年
間
３
，１
９
０
円
の
割

引
に
な
り
ま
す
。ま
た
、６
か
月
分
の
保

険
料
を
現
金
で
前
納
す
る
と
１
年
度
分

の
保
険
料
納
付
額
は
１
７
８
，３
０
０
円

と
な
り
、年
間
１
，４
６
０
円
の
割
引
に

な
り
ま
す
。

　

な
お
、６
か
月
分
、1
年
度
分
以
外
で

も
、ご
希
望
の
月
か
ら
平
成
25
年
3
月
分

ま
で
の
前
納
も
可
能
で
す
。

お
得
な
前
納
割
引
制
度

　
　
　
　
　
　

便
利
な
口
座
振
替

割引額

納付方法
１か月分 ６か月分 4月～9月分

10月～3月分 １年度分

保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額

毎　月　納　付
・納付書による現金納付
・翌月末振替の口座振替

14,980円 － 89,880円 － 179,760円 －

14,930円 50円 89,580円 300円 179,160円 600円毎月振替【口座振替の早割】
・当月末振替の口座振替

6か月前納 （現金納付）
（口座振替）
（現金納付）
（口座振替）1年前納

－ －
－ －

89,150円 730円
88,860円 1,020円

178,300円 1,460円
177,720円 2,040円

3,190円
3,770円

－ －
－ －

－ －
－ －

176,570円
175,990円

［　　］

前年度比

国民年金（老齢基
礎年金：1人分） 65,541円 －200円

国民年金（老齢基
礎年金：夫婦２人
分）

131,082円 －400円

厚生年金（夫婦２
人分の基礎年金を
含む標準的な年金
額※）

230,940円 －708円

国民年金だより

広
報
し
も
つ
け　
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高齢者・介護

県営自治医大前住宅

南河内二中

地域包括支援センター
みなみかわち

生涯学習情報センター

グリーンタウン
コミュニティセンター

【介護予防健診の流れ】

65
歳
以
上
の
高
齢
者
に

問
診
票
を
配
付

市
に
問
診
票
を
返
送

元　

気　

な　

方

介
護
予
防
事
業
へ
の

参
加
が
望
ま
し
い
方

市
か
ら
受
診
券
を
発
送

運
動
不
可

運
動
可

介
護
予
防
事
業

に
参
加
奨
励

結　
　
　

果
病
院
で
検
査
を
受
診

　

市
で
は
介
護
保
険
法
に
基
づ
き
、介
護

予
防
を
目
的
と
し
た『
介
護
予
防
健
診
』

を
実
施
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
３
月
31
日
現
在
で
満
65
歳

以
上
の
方（
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
除

く
）を
対
象
に
問
診
票
を
送
付
し
ま
す
の

で
、返
信
用
封
筒
に
て
返
送
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
こ
の
問
診
票
で「
介
護
予
防
事
業
へ
の

参
加
が
望
ま
し
い
」と
判
定
さ
れ
た
方
に

は
後
日
、受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。該
当

と
な
っ
た
方
は
受
診
券
を
持
っ
て
市
内

医
療
機
関
で
受
診
を
お
願
い
し
ま
す（
介

護
予
防
事
業
へ
の
参
加
が
適
切
か
医
師

に
診
断
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課　

☎（
52
）１
１
１
５

介
護
予
防
健
診
の
お
知
ら
せ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

み
な
み
か
わ
ち
移
転

高
齢
者
の
総
合
窓
口
で
す

　

高
齢
者
の
方
の
総
合
相
談
窓
口
と
し
て

設
置
し
て
い
る「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

み
な
み
か
わ
ち
」は
、平
成
24
年
4
月
か
ら

南
河
内
児
童
館
１
階
に
移
転
し
ま
し
た
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者
の

方
の
総
合
相
談
窓
口
と
し
て
、介
護
に
関
す

る
こ
と
だ
け
で
な
く
、健
康
に
関
す
る
こ

と
、身
近
な
生
活
の
困
り
ご
と
に
も
相
談
対

応
し
ま
す
の
で
、気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課　

☎（
52
）１
１
１
５

〒329-0433　
下野市緑三丁目5番地3

南河内児童館１階
（旧地域活動支援センターなのはな）

☎44－3002　　44－1021

地域包括支援センター
みなみかわち

気軽にお電話ください！
センター長　　　古市　由子
社会福祉士　　　谷島　英明
介護支援専門員　山田　洋子
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下野市高齢者保健福祉計画を策定しました その①
　市では、平成24年度からの新たな下野市高齢者保健福祉計画を策定しましたので、計画の概要をお知ら
せします。

計画策定の趣旨
　少子高齢化が急速に進行し、我が国は超高齢社会を迎えました。また、団塊の世代（昭和22年から昭和
26年頃の第一次ベビーブーム生まれ）が高齢期を迎え、高齢者の価値観やライフスタイルが大きく変化す
ると考えられます。団塊の世代の全てが65歳以上になる平成26年度を見据え、市が目指すべき高齢者施策
の方向性を示すために策定するものです。

計画の位置付け
　下野市高齢者保健福祉計画は、老人福祉法に定められた「老人福祉計画」と、介護保険法に定められた「介
護保険事業計画」を一体とした計画です。

計画の期間
　この計画は、平成26年度を目標年次とし、平成24年度から平成26年度までの3か年を計画期間とします。

下野市の課題と対策
　国勢調査等の統計資料から、下野市では２つの課題が浮かび上がり、その対策が必要となります。

高
齢
者
人
口（
人
）

高
齢
化
率（
％
）

高齢者人口 高齢化率

13,000 22.0

21.0

20.0

19.0

18.0

17.0

16.0

15.0

12,750

12,500

12,250

12,000

11,750

11,500
平成24年 平成25年 平成26年

12,026

12,416

12,806

19.9％

20.5％
21.2％

【下野市高齢者人口と高齢化率（推計）】

課題①　高齢者人口の増加
　平成22年の国勢調査では、全国の高齢化率は
23％に達し、また栃木県平均でも22％と2割を超え
ている状況に対して、本市は19.0％と比較的若い街
です。
　しかし、年齢別人口の推移から平成26年の高齢
者人口を推計すると1万2,806人となり、高齢化率は
21.2％に上昇します。この要因は、40歳未満の人口
減少とともに、“団塊の世代”が65歳を迎えるためと
考えられます。
　このため、“健康で自立した”、“学習や趣味など
で生きがいを持って”、住み慣れた地域で安心して
暮らせるよう支援する施策が必要です。

課題②　要介護認定者と介護給付費の増加課
　介護保険の要介護・要支援認定を受ける高齢者は、
平成22年に1,512人を数え、高齢者の13.5％を占め、
平成26年には1,704人となることが見込まれます。認定
者の増加は介護サービスの利用増となり、介護給付費
（サービスの費用の9割分）に影響します。
　また、在宅介護が困難な認定者の介護施設入所
申込みが増加し、入所待機者が緩和しない状況が
続きます。
　このため、日常生活に支障なく生活が送れるよ
う、また住み慣れた自宅での介護が困難となった
高齢者のために必要な介護サービスの提供とサー
ビス基盤を整備する施策が必要です。

【下野市要介護認定者数と介護給付費（推計）】

要
介
護
認
定
者
数（
人
）

介
護
給
付
費（
億
円
）

認定者数 介護給付費

1,750 33

32

31

30

29

28

27

26

25

1,700

1,650

1,600

1,550

1,500
平成24年 平成25年 平成26年

1,607

1,652

1,70427.5億

29.9億

32.0億

高齢者保健福祉計画
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計画の基本方針
　『すべての人が幸せに暮らせる健康で明るいまちづくり』を基本方針に、次の６つの目標を掲げています。

基本目標１．健康で自立した生活の支援体制づくり
　健診、健康指導等の健康づくりや配食サービス、サロン等住み慣れた地域で健康で自立した生活を送る
ための実現に取り組みます。

基本目標２．生きがいのある豊かな人生づくり
　シルバー大学校、公民館等での学習機会やシルバー人材センターの機能を充実する等、生きがいをもち
豊かで充実した生活を送るための実現に取り組みます。

基本目標３．いつまでも元気で生活できる体制づくり
　地域における様々な支援のための体制づくりとして地域包括支援センター（下図）の充実、生活機能の
向上を通して要介護状態にならないための予防事業や介護する家族への支援事業等、一人ひとりがいきい
きとして生活を営むための実現に取り組みます。

基本目標４．予防で快適な生活が送れる支援づくり
　介護保険で要支援１、２の認定を受けた方が、要介護状態にならないよう自立した生活が維持、向上で
きる社会に向けて取り組みます。

基本目標５．要介護高齢者を支える仕組みづくり
　介護保険で要介護１～５の認定を受けた方が、介護保険サービスを利用しながら、いきいきとした生活
が送れる社会に向けて取り組みます。

基本目標６．快適に安心して暮らせる地域づくり
　地域の中で安心して暮らすために、多種多様な相談に対応できる相談体制の充実、認知症の方やその家
族の支援等、地域ぐるみで支えあうまちづくりの実現に取り組みます。

【地域包括支援センターのイメージ】

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

地域包括支援センター

利用者・地域住民利用者・地域住民利用者・地域住民

地域包括支援ネットワーク

地域における多様な
社会資源を
ネットワーク化

●介護サービス事業者

●介護支援専門員

ネット
構築・開発 支援・

チェック

マネジメント
モニタリング
評価

ニーズに応じた包括的・
継続的支援

●医療機関

●福祉関係者

●NPO組織

●民生委員

様々な観点からの相談・
ニーズ把握

ワンストップ
サービス窓口

専門家が
連携して実施

保健師

社会福祉士

主任介護支援
専門員等

チームアプローチ 包括的・継続的ケア
マネジメント事業

地域包括
ケアシステム

総合相談
介護予防ケア
マネジメント
権利擁護事業

事業
内容

実施・状況の把握

支援方針・計画決定

関係者調整・支援開始

支援結果評価・見直し

※ネットワークを活用し
　支援を実施させる。

高齢者保健福祉計画

※５月号では、介護保険についてお知らせします。　●問い合わせ先　高齢福祉課　☎52-1115
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人間ドック

　

今
年
度
も
特
定
健
診
の
検
査
項
目
を
含

め
た
人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
し
、検
査
費
用
の

７
割
を
助
成
し
ま
す
。

　

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
方
に
つ
い
て

は
、特
定
健
診
を
行
っ
た
も
の
と
み
な
し
、

検
査
結
果
を
検
診
機
関
か
ら
受
領
し
ま
す

の
で
、ご
理
解
く
だ
さ
い
。

※
特
定
検
診
と
の
重
複
受
診
は
で
き
ま
せ

ん
。

●
予
約
か
ら
受
診
ま
で
の
流
れ

医
療
機
関
に
予
約
す
る
際
は
、必
ず
下
野
市

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
あ
り
、人
間

ド
ッ
ク
助
成
を
利
用
し
て
受
診
す
る
こ
と

を
話
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、予
約
後
は
、早
め
に
助
成
の
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
☎（
40
）５
５
５
６

●
対
象
者

　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方

・
検
診
日
現
在
で
30
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
で
国
保
税
を
納

期
限
ま
で
完
納
し
て
い
る
世
帯
の
方

・
特
定
健
診
を
受
診
し
て
い
な
い
方

●
申
し
込
み
方
法

・
事
前
に
医
療
機
関
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ

い
。

・
予
約
後
に
市
民
課
窓
口（
国
分
寺
・
石
橋
・

南
河
内
の
各
庁
舎
）で
助
成
の
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

・
申
請
を
し
な
い
と
助
成
対
象
に
は
な
り
ま

せ
ん
。（
電
話
で
の
申
請
は
不
可
）

●
助
成
申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
及
び

特
定
健
診
受
診
券

●
申
し
込
み
期
間

　

４
月
２
日
㈪
〜
12
月
28
日
㈮

●
検
診
期
間

　

４
月
２
日
㈪
〜
平
成
25
年
３
月
31
日
㈰

●
検
診
種
別

　

年
度
内
１
人
１
回
と
し
、１
種
類
の
み
と

し
ま
す
。

●
個
人
負
担
額

　

検
診
費
用
の
３
割（
国
保
が
検
診
費
用
の

７
割
を
助
成
し
ま
す
。）

平
成
24
年
度　

国
民
健
康
保
険

　

人
間
ド
ッ
ク
助
成
の
お
知
ら
せ

医療機関に予約する。
※予約がないと助成申請できま
せん。

市民課窓口(国分寺・石橋・南河
内)に助成の申請をする。
※助成決定通知書を送付します。

医療機関で受診する。
※助成決定通知書・保険証を持
参してください。

区
分

日
帰
り

宿
泊

総
合
ド
ッ
ク

医療機関 その他 電　話検診内容 胃の検査
バリウム 胃カメラ検診料 個人負担

自治医科大学健診センター
石橋総合病院
佐藤内科
島田クリニック
新島内科クリニック
小金井中央病院

15,750円
11,970円
13,182円
11,280円
11,340円
11,183円
12,600円
12,600円
11,025円
11,025円
12,285円
8,190円
11,340円
20,003円
18,900円
18,900円
19,530円
19,530円
17,325円

52,500円
39,900円
43,940円
37,600円
37,800円
37,275円
42,000円
42,000円
36,750円
36,750円
40,950円
27,300円
37,800円
66,675円
63,000円
63,000円
65,100円
65,100円
57,750円

一般
一般
一般
一般
一般
一般
一般
脳ドック
一般
脳ドック
一般
心臓ドック
脳ドック
一般+糖尿病
一般+脳
一般+心臓
一般+脳
一般+膵臓
一般+心臓

婦人検診・マンモグラフィー

躯幹単純CT又は頭部CT検査
婦人検診

頭部MRI、MRA　頸部MRA

頭部MRI、MRA　頸部MRA

腹部内蔵脂肪測定・婦人検査（希望者無料）
心電図・CT検査
頭部MRI、MRA　頸部MRA
婦人検査、糖負荷試験
頭部MR
心臓MR
頭部MRI、MRA　頸部MRA
膵臓MRI・婦人検査（希望者無料）
心臓CT検査・婦人検査（希望者無料）

○ ×
○
×
○
×
○
×
○
○
×
○
×
○
○
○
○
○
○
○

○
○
×
×
○
×
×
×
×
○
×
×
○
×
×
○
○
○

0285-44-2100
0285-53-1134
0285-53-1305
0285-53-8000
0285-53-8820
0285-44-7000

0285-21-3823

028-657-7302

028-648-0484

0285-44-7000

028-657-7302

028-648-0484

小山市民病院

宇都宮
セントラルクリニック

宇都宮
セントラルクリニック

鷲谷病院

鷲谷病院

小金井中央病院 広
報
し
も
つ
け　

24
･
４
月
号
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人間ドック

　

平
成
24
年
度
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
の

被
保
険
者
を
対
象
と
し
て
、人
間
ド
ッ
ク
検

診
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

　

希
望
す
る
方
は
、予
約
か
ら
受
診
ま
で
の

流
れ
に
従
い
助
成
申
請
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

●
予
約
か
ら
受
診
ま
で
の
流
れ

医
療
機
関
に
予
約
す
る
際
は
、必
ず
後
期
高

齢
者
医
療
の
加
入
者
で
あ
り
、人
間
ド
ッ
ク

助
成
を
利
用
し
て
受
診
す
る
こ
と
を
話
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、予
約
後
は
、早
め
に
助
成
の
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課　

☎（
52
）１
１
１
２

●
対
象
者

　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
滞
納
し
て
い

な
い
方

・
個
別
健
診
を
受
診
し
て
い
な
い
方

●
申
し
込
み
方
法

・
事
前
に
医
療
機
関
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ

い
。

・
予
約
後
、社
会
福
祉
課
に
助
成
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

・
申
請
を
し
な
い
と
助
成
対
象
に
は
な
り
ま

せ
ん
。（
電
話
で
の
申
請
は
不
可
）

●
助
成
申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
者
証

●
申
し
込
み
期
間

　

４
月
２
日
㈪
〜
12
月
28
日
㈮

●
検
診
期
間

　

４
月
２
日
㈪
〜
平
成
25
年
３
月
31
日
㈰

●
市
助
成
金
額

　

年
１
回
１
人
当
た
り
１
０
，０
０
０
円

●
個
人
負
担
額

　

検
診
料
か
ら
市
助
成
金
額
１
０
，０
０
０

円
を
引
い
た
額
で
す
。

●
そ
の
他

　

オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
の
追
加
は
可
能
で
す
。

４
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
保
険

料
率
等
が
変
わ
り
ま
す

　

保
険
料
率
が
、２
年
に
一
度
の
見
直
し
に

よ
り
改
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

保
険
料
率
の
改
定
は
、少
子
高
齢
化
や
医

療
技
術
の
高
度
化
等
の
影
響
に
よ
る
医
療

費
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

●
平
成
24
・
25
年
度
保
険
料
率
と
保
険
料

（
カ
ッ
コ
内
は
平
成
22
・
23
年
度
）

均
等
割
額

４
２
，０
０
０
円（
３
７
，８
０
０
円
） 

所
得
割
率

８
．５
４
％（
７
．１
８
％
）

賦
課
限
度
額
55
万
円（
50
万
円
）

※
均
等
割
額
と
は
、被
保
険
者
全
員
が
均
等

に
負
担
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

※
所
得
割
率
と
は
、被
保
険
者
の
所
得
に
応

じ
て
負
担
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

（
総
所
得
金
額
等
―
33
万
円〈
基
礎
控
除

後
〉）×
所
得
割
率
8
．5
4
％　

※
賦
課
限
度
額
と
は
、賦
課
さ
れ
る
保
険
料

（
年
額
）の
上
限
額
の
こ
と
で
す
。

●
保
険
料
の
軽
減
措
置

　

平
成
24
年
度
に
お
い
て
も
保
険
料
の
軽

減
措
置（
所
得
の
低
い
方
の
均
等
割
額
を
９

割
、８
．５
割
、５
割
、２
割
軽
減
す
る
措
置

及
び
所
得
割
額
を
５
割
軽
減
す
る
措
置
、並

び
に
、被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た

方
の
均
等
割
額
を
９
割
軽
減
す
る
措
置
）

は
、継
続
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

平
成
24
年
度　

後
期
高
齢
者
医
療

　

人
間
ド
ッ
ク
助
成
の
お
知
ら
せ

医療機関に予約する。
※予約がないと助成申請できま
せん。

石橋庁舎・社会福祉課に助成の
申請をする。
※助成決定通知書を送付します。

医療機関で受診する。
※助成決定通知書を持参してく
ださい。

　

☎
0
2
8
―
6
2
7
―
6
8
0
5（
代
表
）

医療機関名 日帰りドッグ
検診料 電　話胃の検査

ﾊﾞﾘｳﾑ 胃ｶﾒﾗ
自治医科大学健診センター
石橋総合病院
佐藤内科
島田クリニック

小金井中央病院

宇都宮セントラルクリニック
（宇都宮市下荒針町）
鷲谷病院
（宇都宮市屋板町）
小山市民病院
（小山市若木町）

37,275円

36,750円

40,950円

42,000円

○
○
×
○

×
○
○
×

○ ○

○ ×

○ ○

○ ×

44-7000

028-657-7302

028-648-0484

0285-21-3823

44-2100
53-1134
53-1305
53-8000

52,500円
39,900円
43,940円
37,600円

広
報
し
も
つ
け　

24
･
４
月
号
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ヘ
ル
シ
ー
ス
タ
ー
ト
教
室

ヘ
ル
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
21

糖
尿
病
予
防
自
主
グ
ル
ー

プ
会
員
募
集

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

開
催
の
お
知
ら
せ

申し込み
ＱＲコード

　

育
児
や
家
事
に
忙
し
い
毎
日
、

ど
う
し
て
も
食
生
活
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
が
ち
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。そ
こ
で
、食
事
バ
ラ

ン
ス
ガ
イ
ド
を
使
っ
て
簡
単
に

食
事
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
教
室

を
開
催
し
ま
す
。ま
た
、お
子
さ

ん
の
離
乳
食
に
つ
い
て
も
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
す
。お
子
さ
ん
と
一

緒
に
ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日　

時

　

５
月
17
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分（
受

付
：
午
前
９
時
45
分
〜
10
時
）

●
場　

所

　

き
ら
ら
館

●
対
象
者

　

平
成
23
年
10
・
11
月
生
ま
れ
の

生
後
６
〜
７
か
月
児
を
持
つ
保

護
者

●
持
ち
物

　

特
に
あ
り
ま
せ
ん

●
定　

員

　

約
20
名（
事
前
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
）

●
内　

容

 

・
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を
使
っ

て
自
分
・
家
族
の
食
事
チ
ェ
ッ
ク

 

・
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
お
弁
当
の
試

食（
調
理
は
し
ま
せ
ん
）

 

・
大
人
の
食
事
か
ら
離
乳
食
へ
の

取
り
分
け
の
工
夫

●
申
し
込
み
方
法

　

電
話
ま
た
は
、Q
R
コ
ー
ド
で

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
期
間

　

４
月
19
日
㈭
〜
５
月
10
日
㈭

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

ヘ
ル
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
21

で
は
、ゆ
う
ゆ
う
館
で
糖
尿
病
予

防
の
た
め
の
自
主
的
な
活
動（
運

動
、調
理
実
習
）を
毎
月
１
回
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
は
、血
糖
値
が
や
や
高

い
状
態
が
続
い
て
も
自
覚
症
状

は
ほ
と
ん
ど
な
く
放
置
し
が
ち

で
す
が
、糖
尿
病
を
発
症
し
て
進

行
す
る
と
、失
明
な
ど
の
深
刻
な

合
併
症
が
お
こ
る
た
め
の
注
意

が
必
要
で
す
。糖
尿
病
の
予
防
に

は
、適
正
な
食
事
と
運
動
習
慣
の

継
続
が
重
要
で
す
が
、１
人
で
は

な
か
な
か
実
行
で
き
な
い
の
が

現
状
で
す
。そ
こ
で
、こ
の
会
に

参
加
し
て
一
緒
に
継
続
し
て
糖

尿
病
予
防
に
取
り
組
み
ま
せ
ん

か
。

●
日　

時

　

４
月
27
日
㈮　

午
前
9
時
30

分
〜
正
午　

糖
尿
病
予
防
の
講

話（
毎
月
１
回
開
催
）

●
会　

場

　

ゆ
う
ゆ
う
館
大
ホ
ー
ル

●
活
動
内
容

　

糖
尿
病
予
防
の
た
め
の
運
動
・

調
理
実
習
の
実
施

●
持
ち
物

　

筆
記
用
具
、健
診
結
果（
あ
る

方
の
み
）

●
会　

費

　

３
，０
０
０
円
／
年
間（
運
動

講
師
代
、調
理
実
習
代
）

●
申
し
込
み
期
限

　

４
月
26
日
㈭

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

ス
ト
レ
ス
社
会
と
言
わ
れ
る

現
代
社
会
で
は
、「
こ
こ
ろ
の
健

康
」が
大
き
な
社
会
問
題
と
し
て

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
「
眠
れ
な
い
、食
欲
が
落
ち
た
、

体
や
頭
が
重
い
」な
ど
、誰
に
も

相
談
で
き
ず
に
つ
ら
い
思
い
を

し
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
、精
神
科
医
が
対
応
す

る「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」を
実

施
し
ま
す
。相
談
す
る
こ
と
で
、

今
の
つ
ら
さ
が
少
し
で
も
軽
く

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日　

程（
月
１
回
開
催
）

　

４
月
17
日
㈫
、５
月
15
日
㈫

　

午
後
２
時
〜
４
時

●
場　

所

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら

館●
相
談
員　

精
神
科
医

●
料　

金　

無
料

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、事

前
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課

保 

り 便 

健
HealthInformationHealthInformation

　

☎（
52
）１
１
１
６

　

☎（
52
）１
１
１
６

　

☎（
52
）１
１
１
2

広
報
し
も
つ
け　
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･
４
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禁
煙
教
室
の
お
知
ら
せ

平
成
24
年
度「
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」参
加
者
募
集

き
ら
ら
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
「
し
も
つ
け
健
康
21
プ
ラ
ン
」

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、

男
性
の
喫
煙
者
は
43
．２
％
、女

性
は
15
．４
％
で
女
性
の
喫
煙
率

は
栃
木
県
の
平
均
よ
り
も
高
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。た
ば
こ
は
煙

に
含
ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン
が
強
い

依
存
性
を
も
た
ら
し
自
分
の
意

思
の
力
だ
け
で
直
す
こ
と
は
難

し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
禁
煙
し
て
健
康

面
・
金
銭
面
・
美
容
面
そ
の
他
生

活
に
関
わ
る
多
く
の
メ
リ
ッ
ト

を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
実
施
期
間

　

５
月
か
ら
７
月
ま
で
の
３
か

月
間（
原
則
）

●
対
象
者

　

喫
煙
者（
喫
煙
本
数
が
今
ま
で

に
合
計
１
０
０
本
以
上
、ま
た
は

６
か
月
以
上
吸
っ
て
い
て
、か

つ
、こ
の
１
か
月
間
に
、毎
日
も

し
く
は
時
々
吸
っ
て
い
る
方
で
、

禁
煙
の
実
行
を
希
望
し
て
い
る

方
）

●
実
施
内
容

　

保
健
師
や
管
理
栄
養
士
が
生

活
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
、そ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

応
じ
た
ア
ド
バ
イ
ス
・
禁
煙
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

　

初
回
指
導
は
、ス
モ
ー
カ
ラ
イ

ザ
ー
を
使
い
呼
気
中
の
一
酸
化

炭
素
濃
度
を
調
べ
て
、ニ
コ
チ
ン

依
存
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
後
、目

標
を
設
定
し
、ま
ず
は
３
か
月
を

目
安
に
行
い
ま
す
。そ
の
後
、個

別
の
状
況
に
応
じ
て
面
接
・
電
話

等
で
の
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
費　

用　

無
料

●
定　

員　

10
名
程
度

●
申
し
込
み
締
め
切
り

　

５
月
18
日
㈮

●
初
回
指
導

　

５
月
25
日
㈮
・
29
日
㈫

※
希
望
の
日
を
お
選
び
く
だ
さ

い
。

　

午
前
10
時
〜
正
午

●
場　

所　

き
ら
ら
館

●
禁
煙
の
メ
リ
ッ
ト
・・・

　

１
〜
９
か
月
…
咳
・
息
切
れ
が

改
善
す
る

　

１
年
…
心
臓
の
病
気
の
リ
ス

ク
が
半
減
す
る

　

５
年
…
脳
卒
中
の
リ
ス
ク
が

吸
わ
な
い
人
と
同
じ
レ
ベ
ル
に

な
る

　

10
年
…
肺
が
ん
死
亡
率
が
喫

煙
者
の
半
分
に
な
る
。そ
の
他
の

が
ん
に
な
る
リ
ス
ク
が
低
下
す

る●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、歯
の

健
康
が
優
れ
て
い
る
お
子
さ
ん

や
親
と
子
を
表
彰
す
る
こ
と
に

よ
り
、む
し
歯
予
防
や
歯
と
口

の
健
康
に
つ
い
て
の
正
し
い
知

識
の
普
及
啓
発
の
た
め
、実
施

さ
れ
ま
す
。

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、次
の

応
募
の
条
件
等
を
お
読
み
に
な

り
、健
康
増
進
課
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
個
別
通
知
は
行
い

ま
せ
ん
。）

●
応
募
の
条
件

親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

　

平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
24

年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
３
歳

児
健
康
診
査
を
受
け
、む
し
歯

が
な
く
健
康
な
幼
児
と
そ
の
親

（
お
父
さ
ん
、お
母
さ
ん
の
ど
ち

ら
で
も
参
加
で
き
ま
す
）

三
歳
児
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

　

平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
24

年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
３
歳

児
健
康
診
査
を
受
け
、む
し
歯

が
な
く
健
康
な
幼
児

●
審
査
方
法

（
１
）第
１
次
審
査（
５
月
）

　

市
が
審
査（
書
類
審
査
及
び

歯
科
診
査
）を
行
い
ま
す
。詳
細

は
応
募
さ
れ
た
方
に
ご
連
絡
し

ま
す
。審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

後
日
、本
人
又
は
保
護
者
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

（
２
）第
２
次
審
査（
６
月
）

　

第
１
次
審
査
で
優
秀
な
方
に

つ
い
て
、県
南
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
歯
科
診
査
等
を
行
い
ま

す
。

（
３
）第
３
次
審
査（
７
月
上
旬
）

　

第
２
次
審
査
で
優
秀
な
方
に

つ
い
て
、歯
科
診
査
等
を
含
め

た
県
審
査
を
行
い
ま
す
。

●
表　

彰

　

第
２
次
審
査
及
び
第
３
次
審

査
に
お
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
優
秀

な
方
に
対
し
て
表
彰
い
た
し
ま

す
。

●
応
募
方
法
及
び
期
限

　

所
定
の
申
込
書
に
ご
記
入
の

う
え
、平
成
24
年
４
月
27
日
㈮

ま
で
に
健
康
増
進
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

　

申
込
書
配
付
及
び
申
し
込
み

受
付
は
健
康
増
進
課（
き
ら
ら

館
）、健
康
増
進
課
相
談
室（
ゆ

う
ゆ
う
館
）で
行
い
ま
す
。

・
き
ら
ら
館　

健
康
増
進
課

　

月
〜
金
曜
日　

午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
15
分

・
ゆ
う
ゆ
う
館
相
談
室

　

火
、木
曜
日　

午
前
８
時
30

分
か
ら
正
午

●
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課（
き
ら
ら
館
内
）

　

☎（
52
）１
１
１
６

　

平
成
24
年
４
月
か
ら
利
用
時

間
を
一
部
変
更
し
ま
す
。

①
平
日
の
午
後
の
利
用
時
間

　

変
更
後　

午
後
２
時
か
ら
８
時

（
変
更
前　

午
後
２
時
30
分
か

ら
８
時
30
分
）

②
土
日
祝
日
の
午
後
の
利
用
時
間

　

変
更
後　

午
後
２
時
か
ら
６

時
30
分

（
変
更
前　

午
後
２
時
か
ら
７

時
30
分
）

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

講
習
会
の
お
知
ら
せ

　

４
月
の
講
習
会
は
８
日
㈰
午

後
０
時
40
分
か
ら
３
時
ま
で
で

す
。

　

き
ら
ら
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

を
ご
利
用
す
る
場
合
は
、講
習

会
を
受
講
し
て
か
ら
利
用
開
始

と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

☎（
52
）１
１
１
６
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市
で
は
、次
の
と
お
り
平
成
24
年
度
特
定

健
診
・
が
ん
検
診
を
集
団
検
診
及
び
医
療
機

関
で
の
個
別
検
診
で
実
施
し
ま
す
。

　

実
施
回
数
は
年
度
内
１
回
で
集
団
検
診

と
個
別
検
診
の
重
複
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

個
別
検
診
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、来
月
発

行
の
広
報
５
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
検
診
の
申
し
込
み

　

集
団
検
診（
①
特
定
健
診
、②
後
期
高
齢

者
健
康
診
査
、③
ヤ
ン
グ
健
診
、④
が
ん
検

診
等
）は
す
べ
て
、健
康
増
進
課（
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
き
ら
ら
館
内
☎（
52
）１
１
１
６
）

で
申
し
込
み
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

直
接
、健
康
増
進
課
窓
口
へ
来
所
又
は
電

話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
受
付
開
始
日

　

５
月
８
日
㈫
受
付
開
始

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

【
注
意
事
項
】

 

・
希
望
日
の
１
か
月
前
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

 

・
申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
、検
診
日
の
２
週

間
前
ま
で
に
問
診
票
、大
腸
が
ん
検
診
容
器

等
を
郵
送
し
ま
す
。

・
受
診
定
員
は
１
５
０
名
で
す
。定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

①
特
定
健
診（
国
民
健
康
保
険
加
入

者
の
方
の
み
）

●
対
象
者

　

下
野
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
40
歳

〜
75
歳
未
満
の
方

●
実
施
方
式

　

集
団
、医
療
機
関（
個
別
）検
診

●
検
査
内
容

　

問
診
、身
長
、体
重
、腹
囲
測
定
、血
圧
、尿

検
査
、血
液
検
査
、心
電
図

●
個
人
負
担
金

　

無
料

●
受
診
時
必
要
な
も
の

　

特
定
健
診
受
診
券
、保
険
証

●
年
齢
基
準

　

平
成
24
年
度（
平
成
24
年
4
月
1
日
〜
平

成
25
年
3
月
31
日
）に
40
歳
に
達
す
る
人
か

ら
受
診
日
に
75
歳
未
満
の
方
で
す
。

●
実
施
期
間

 

・
集
団
検
診
は
平
成
24
年
度
行
政
カ
レ
ン

ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

・
個
別
検
診
は
６
月
１
日
〜
11
月
30
日（
休

診
日
除
く
）

※
国
民
健
康
保
険
以
外
の
医
療
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方
は
、会
社
の
担
当
者
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

☎（
40
）５
５
５
６

②
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

●
対
象
者

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
で
75

歳
以
上
の
方

●
実
施
方
式

　

集
団
、医
療
機
関（
個
別
）検
診

●
検
査
内
容

　

問
診
、身
長
、体
重
測
定
、血
圧
、尿
検

査
、血
液
検
査
、心
電
図

●
個
人
負
担
金

　

無
料

●
受
診
時
必
要
な
も
の

　

後
期
高
齢
者
健
康
診
査
受
診
券
、保
険
証

●
実
施
期
間

 

・
集
団
検
診
は
平
成
24
年
度
行
政
カ
レ
ン

ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

・
個
別
検
診
は
６
月
１
日
か
ら
平
成
25
年

１
月
31
日
ま
で（
休
診
日
除
く
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課　

☎（
52
）１
１
１
２

③
ヤ
ン
グ
健
診（
青
年
期
生
活
習
慣

病
健
診
）

　

こ
の
健
診
は
、青
年
児
期
か
ら
の
生
活

習
慣
に
起
因
す
る
と
い
わ
れ
る「
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
症
候

群
）」の
早
期
発
見
と
生
活
習
慣
改
善
を

目
的
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

●
対
象
者

　

20
歳
〜
39
歳
の
方

●
実
施
方
式

　

集
団
検
診

●
検
査
内
容

　

問
診
・
計
測（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）・
血
圧
・
血
液
検

査（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A
1
ｃ
な
ど
）

●
個
人
負
担
金

　

無
料

●
年
齢
基
準

　

平
成
24
年
度（
平
成
24
年
４
月
１
日
〜

平
成
25
年
３
月
31
日
）に
そ
の
年
齢
に
達

す
る
方
で
す
。

●
受
診
時
必
要
な
も
の

　

ヤ
ン
グ（
青
年
期
生
活
習
慣
病
）健
診

受
診
券

●
実
施
期
間

　

平
成
24
年
度
行
政
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課　

☎（
52
）１
１
１
６

特
定
健
診
・
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

広
報
し
も
つ
け　
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④
が
ん
検
診
等

　

が
ん
検
診
が
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
。が

ん
は
、早
期
に
発
見
し
て
治
療
す
れ
ば
完
治

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。が
ん

検
診
は
自
分
と
は
無
関
係
？
と
思
っ
て
い

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、全
国
の
総
死
亡
者

の
３
人
に
１
人
は
が
ん
で
死
亡
し
て
い
ま

す
。自
分
の
健
康
や
大
切
な
命
を
守
る
た
め

に
、ぜ
ひ
早
め
に
が
ん
検
診
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

●
対
象
者

　

下
野
市
に
住
所
を
有
す
る
方（
年
齢
は
下

表
の
と
お
り
）

●
年
齢
基
準

　

平
成
24
年
度（
平
成
24
年
4
月
1
日
〜
平

成
25
年
3
月
31
日
）に
そ
の
年
齢
に
達
す
る

人
で
す
。

●
個
人
負
担
金

　

無
料

●
実
施
期
間

 

・
集
団
検
診
は
平
成
24
年
度
行
政
カ
レ
ン

ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

・
個
別
検
診
は
６
月
１
日
〜
11
月
30
日（
休

診
日
除
く
）※
た
だ
し
、子
宮
頸
が
ん
検
診

の
み
、６
月
１
日
か
ら
平
成
25
年
２
月
28
日

（
休
診
日
除
く
）

※
特
定
健
診
、後
期
高
齢
者
健
康
診
査
と
同

時
に
受
診
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課　

☎（
52
）１
１
１
６

■
集
団
検
診
の
日
程
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
度
行
政
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
検
診
当
日
の
受
付

◎
受
付
時
間

　

午
前
８
時
20
分
か
ら
10
時
ま
で
※
午
前

７
時
40
分
開
場（
番
号
札
を
用
意
し
ま
す
）。

●
注
意
事
項

　

必
ず
事
前
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

特
定
健
診
受
診
券
・
健
康
保
険
証
を
忘
れ

た
場
合
は
、受
診
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

特
定
健
診
を
受
診
さ
れ
た
方
の
健
診
結

果
は
、結
果
説
明
会
に
て
お
返
し
し
ま
す
。

そ
の
他
の
方
の
検
診
結
果
は
概
ね
１
か
月

後
に
郵
送
し
ま
す
。

●
各
会
場
の
ご
案
内

 

・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら
館（
下
古
山

１
２
２
０
番
地
）

 

・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ゆ
う
館（
小
金

井
７
８
９
番
地
）

 

・
南
河
内
公
民
館（
田
中
６
８
１
番
地
１
）

 

・
南
河
内
東
公
民
館（
本
吉
田
７
８
３
番

地
）

 

・
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー（
緑
三
丁
目
５
番
地
４　

南
河
内
第
二

中
学
校
南
）

検診名 対象者 検査内容 受診時必要なもの医療機関（個別）集団

胃がん検診 40歳以上 ○ レントゲン間接撮影

肺がん検診 40歳以上 ○ レントゲン間接撮影

大腸がん検診 40歳以上 ○ 便潜血反応検査
（2日法） 

前立腺がん検診 50歳以上の男性 ○

○

○

○ 血液検査（PSA腫瘍
マーカー検査）

子宮頸がん検診 20歳以上の女性 ○

40歳以上の女性 ○

35歳以上40歳未満 ○

○

マンモグラフィと
超音波検査

骨密度検査 40、45、50、55、60、65、
70歳の女性 ○ 超音波検査（かかと）

歯周疾患検診 40、50、60、70歳 ○ 歯周ポケット測定
検査

子宮頸部細胞診検査
等

超音波検査のみ

肝炎ウイルス検診
（C+B型・C型のみ・
B型のみ）

40、45、50、55、60、65、
70歳で過去に受けた
ことが無い方

○ 血液検査

がん検診受診券（20
～39歳の方はヤング
健診受診券）、
医療保険証

歯周疾患検診受診券、
医療保険証（該当者に
は別途通知します）

乳がん検診

●がん検診一覧表

広
報
し
も
つ
け　
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0

20
(%) 島根県立中央病院・岩成

フォローアップ期間

16

12

8

4

0 0 6 12 18 24 30 36
（ヶ月）

細胞診

細胞診
+

HPV検査

99％
70％

中等度異形成（CIN2）以上の
前がん病変の発見率

初回HPV(+)の場合
CIN2以上：15.9％

初回HPV(ー)の場合
CIN2以上：0.2％

細胞診（ー）.HPV(+)
細胞診（ー）.HPV(ー)

細胞診＋ＨＰＶ検査

細胞診（－）
ＨＰＶ（－）

細胞診（－）
ＨＰＶ（＋）

細胞診（＋）
ＨＰＶ(＋/－)

３年後検診 １年後検診 精密検査

QAQ

Q

A

A

正常な細胞 女性のほとんどが
HPVに感染する

ほとんどが免疫力などで
HPVが排除され、正常に戻る

前がん病変
（異形成）

全感染者の約1％が
子宮頸がんとなる

9割の女性が
自然に正常に戻る

HPV検査
細胞診

性交渉性交渉性交渉

　

平
成
24
年
度
か
ら「
子
宮
頸
が

ん
検
診
」が
、こ
れ
ま
で
実
施
し

て
い
た「
細
胞
診
」に
加
え
、よ
り

精
度
の
高
い
検
診
に
す
る
た
め

に
、「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
」を
あ
わ
せ
て

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

●
子
宮
頸
が
ん
と
は
？

　

子
宮
の
入
り
口
に
で
き
る
が

ん
で
す
。主
な
原
因
は
性
交
渉
に

よ
っ
て
感
染
す
る「
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）」で

す
。 子

宮
頸
が
ん
検
診
が
よ
り

精
度
の
高
い
検
診
に
な
り
ま
す

　

ど
う
し
て
今
ま
で
の
細
胞
診

だ
け
の
検
査
で
は
な
く
、Ｈ
Ｐ
Ｖ

―
D
N
A
併
用
検
診
が
良
い
の

で
す
か
？

　

併
用
検
診
に
す
る
こ
と
で
、グ

ラ
フ
の
よ
う
に
発
見
率
が
増
加

し
、前
が
ん
病
変（
異
形
成
）を
ほ

ぼ
確
実
に
発
見
で
き
る
か
ら
で

す
。

※
前
が
ん
病
変（
異
形
成
）と
は
、細

胞
が
変
化
を
起
こ
し
た
状
態
で
、そ

の
ご
く
一
部
が
が
ん
に
進
行
し
ま

す
。異
形
成
は
そ
の
程
度
に
よ
り
軽

度
異
形
成（
Ｃ
Ｉ
Ｎ
１
）、中
等
度
異

形
成（
Ｃ
Ｉ
Ｎ
２
）、高
度
異
形
成（
Ｃ

Ｉ
Ｎ
３
）の
３
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

中
等
度
異
形
成（
Ｃ
Ｉ
Ｎ
２
）に

な
る
率
は
０
．２
％
で
す
。子
宮

頸
が
ん
に
か
か
る
リ
ス
ク
が
数

年
間
は
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。

　
「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
」の
結
果
、陽
性

（
+
）だ
っ
た
場
合
は
、将
来
子
宮

頸
が
ん
や
前
が
ん
病
変
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
？

　

子
宮
頸
が
ん
や
前
が
ん
病
変

に
進
行
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。一
般
的

に
、Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
持
続
感
染
し
て
い

る
女
性
が
前
が
ん
状
態
に
な
る

リ
ス
ク
は
、持
続
感
染
し
て
い
な

　

検
診
結
果
が
両
方
陰
性（
－
）

の
場
合
、検
診
を
３
年
間
隔
に
し

て
本
当
に
大
丈
夫
で
す
か
？

　

次
の
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
、Ｈ
Ｐ

Ｖ
検
査
で
陰
性（
－
）の
場
合
は
、

い
女
性
の
2
0
0
倍
以
上
と
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
多
く
の
場
合
は
、体
の
免

疫
機
能
に
よ
っ
て
、Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
消

失
す
る
か
、抑
え
ら
れ
ま
す
。

●
検
査
方
法
と
結
果

　

検
査
方
法
は
こ
れ
ま
で
と
同

じ
で
す
。子
宮
の
入
口
付
近
か
ら

細
胞
を
採
取
し
、採
取
後
に
２
つ

の
検
査
に
振
り
分
け
ま
す
。

　

細
胞
診
・
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
と
も
に

陰
性（
－
）の
場
合
は
異
常
認
め

ず
と
な
り
、す
く
な
く
と
も
３
年

間
は
子
宮
頸
が
ん
に
な
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、次
の
検

診
は
３
年
後
と
な
り
ま
す
。

　

☎（
52
）１
１
１
６

●
子
宮
頸
が
ん
に
な
る
ま
で

細胞診
　がんを疑う異常細胞があるかどうかの検
査をします。進行がんの診断率が高いです。
ＨＰＶ検査
　細胞がＨＰＶに感染しているかどうか検
査します。がんの進行度は判断できないが、
細胞ががん化する前の「前がん病変」の発見
に有効です。
⇒２つの検査を併用することで、見
逃しが非常に少なくなります

広
報
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性交渉

月　　日 対　　象　　者 場　　所内　　　容受付時間

平成24年度　乳幼児健診・予防接種等カレンダー

●問い合わせ先　健康増進課【きらら館】　☎52-1116

4月17日㈫ 4か月児健康診査13：00～14：00 平成23年12月生 ゆうゆう館

4月18日㈬ ポピーくらぶ
（リトミック）9：45～10：00 8か月～就園前のお子さん きらら館

4月23日㈪ 9か月児健康診査13：00～14：00 平成23年6月生 ゆうゆう館

4月19日㈭ フレッシュママパパ
教室レッスン１13：15～13：30 出産予定日が平成24年7月～9月の方

事前申し込み必要 きらら館

4月25日㈬ ポピーくらぶ
（リトミック）9：45～10：00 1歳6か月～就園前のお子さん ゆうゆう館

5月8日㈫ 3歳児健康診査13：00～14：00 平成21年2月生 ゆうゆう館

5月10日㈭ 赤ちゃん広場9：45～10：00 平成24年2月生 ゆうゆう館

5月9日㈬ ポピーくらぶ9：45～10：00 就園前のお子さん きらら館

5月15日㈫ 1歳6か月児健康診査13：00～14：00 平成22年10月生 ゆうゆう館

保健メモ　4月号　4月17日→5月15日

会  場 H24・4月 H25・1月5月 6月 7月 8月 9月 10月 2月 3月11月 12月事　業　名

健　

診　
・　

相　

談 き 

ら 

ら 

館

ゆ
う
ゆ
う
館

予
防
接
種

4か月児健康診査

受付時間 13時～14時

9か月児健康診査

受付時間 13時～14時

1歳6か月児健康診査

受付時間 13時～14時

3歳児健康診査

受付時間 13時～14時

赤ちゃん広場

育児サロン

フッ素塗布

ポリオ予防接種（予約不要）

ポピーくらぶ

受付時間   9時45分～10時
開催時間 10時～11時30分
内容　ベビーマッサージ、交流
※バスタオル、ティッシュペーパーを
持参してください　

※生後3か月～90か月児
接種間隔上、 H24年3月に
接種した方はH24年4月に
は接種できません

受付時間
　9時45分～10時
開催時間
 10時～11時30分

受付時間 13時30分～14時

Ｈ２４年

広
報
し
も
つ
け　
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･
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つなごう 心　結ぼう 絆　20

問い合わせ先 環境課 40-5559

「
下
野
市
環
境
基
本
条

例
」が
施
行
さ
れ
ま
し
た

ス
ズ
メ
バ
チ
に
注
意
！

　

市
で
は
、下
野
市
の
良
好
な
環

境
を
守
り
育
む
た
め
に
、「
下
野
市

環
境
基
本
条
例
」を
制
定
し
、本
年

４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し

た
。条
例
の
主
な
内
容
を
紹
介
し

ま
す
。

環
境
基
本
条
例

　

環
境
基
本
条
例
と
は
、環
境
に

関
す
る
事
項
に
つ
い
て
規
制
し
た

り
す
る
た
め
の
条
例
で
は
な
く
、

良
好
な
環
境
を
保
全
・
創
造
す
る

た
め
の
基
本
と
な
る
考
え
方
や
、

市
、市
民
、事
業
者
、滞
在
者（
通

勤
、通
学
、旅
行
等
で
市
に
滞
在
す

る
人
）の
役
割
や
取
り
組
み
な
ど

に
つ
い
て
基
本
的
な
事
項
を
定
め

た
も
の
で
す
。

市
の
役
割
と
取
り
組
み

　

市
の
特
長
を
生
か
し
な
が
ら
環

境
を
守
り
育
む
た
め
に
、総
合
的

な
施
策
を
策
定
し
、市
、市
民
、事

業
者
、滞
在
者
の
連
携
を
図
り
、積

極
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、市
民
、事
業
者
、滞
在
者

が
取
り
組
む
環
境
の
保
全
活
動
に

対
し
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

 

・
良
好
な
環
境
を
守
り
育
む
た
め

の
基
本
的
な
計
画（
下
野
市
環
境

基
本
計
画
）を
策
定
し
ま
す
。現

在
、平
成
25
年
３
月
の
策
定
に
向

け
て
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

 

・
施
策
の
策
定
や
実
施
す
る
と
き

は
、環
境
へ
の
負
荷
が
低
減
さ
れ

る
よ
う
配
慮
し
ま
す
。

 

・
自
然
環
境
の
保
全
や
創
造
に
努

め
ま
す
。

 

・
資
源
の
循
環
的
利
用
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
有
効
利
用
な
ど
の
促
進
に

努
め
ま
す
。

 

・
環
境
保
全
型
農
業
の
推
進
に
努

め
ま
す
。

 

・
環
境
に
関
す
る
教
育
や
環
境
学

習
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

 

・
地
球
環
境
保
全
の
推
進
に
努
め

ま
す
。

 

・
国
、県
等
と
協
力
し
て
、施
策
を

推
進
す
る
た
め
の
体
制
を
整
備
し

て
い
き
ま
す
。

市
民
・
事
業
者
・
滞
在
者
の
役
割
と

取
り
組
み

　

日
常
生
活
、事
業
活
動
に
伴
う

環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
自
ら
積

極
的
に
努
め
る
と
と
も
に
、市
が

実
施
す
る
環
境
施
策
へ
の
協
力
が

望
ま
れ
ま
す
。

 

・
私
た
ち
の
日
常
生
活
や
事
業
活

動
そ
の
も
の
が
環
境
に
影
響
を
与

え
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
ま
し
ょ

う
。

 

・
身
近
な
環
境
に
つ
い
て
関
心
を

持
ち
ま
し
ょ
う
。

 

・
良
好
な
環
境
の
保
全
と
創
造
に

向
け
て
で
き
る
こ
と
か
ら
行
動
し 

ま
し
ょ
う
。

 

・
良
好
な
環
境
と
は
何
か
を
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ス
ズ
メ
バ
チ
の
多
く
は
、６

月
ご
ろ
ま
で
に
巣
作
り
を
し
ま

す
。小
さ
い
う
ち
に
見
つ
け
て

駆
除
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

市
で
は
、駆
除
業
者
に
よ
り

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
を
駆
除
し
た

方
に
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

●
補
助
対
象
者

　

補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
方
は
、以
下
の
要

件
を
す
べ
て
満
た
す
方
で
す
。

①
市
内
に
お
い
て
ス
ズ
メ
バ
チ

が
営
巣
し
て
い
る
建
物
又
は
土

地
を
所
有
す
る
個
人
若
し
く
は

賃
借
す
る
個
人
で
あ
る
こ
と
。

②
駆
除
業
者
に
よ
り
ス
ズ
メ
バ

チ
の
巣
を
駆
除
す
る
こ
と
。

③
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

●
補
助
金
の
額

駆
除
に
要
し
た
費
用
の
２
分
の

１（
上
限
１
万
円
）　

１
０
０
円

未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て
。

●
必
要
書
類

 

・
駆
除
に
要
し
た
費
用
の
領
収

書
 

・
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
位
置
図

 

・
写
真（
駆
除
前
と
駆
除
後
）

 

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
を

証
明
す
る
書
類

●
申
請
先

　

駆
除
後
、添
付
書
類
を
添
え

て
、環
境
課
ま
た
は
市
民
課
各

窓
口
ま
で
申
請（
領
収
書
に
記

載
さ
れ
て
い
る
日
か
ら
30
日
以

内
）し
て
く
だ
さ
い
。

●
駆
除
業
者

　

市
内
で
主
に
駆
除
を
行
っ
て

い
る
業
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

 

・
㈱
県
南
環
境

　
　
　
　
　

☎（
44
）２
５
１
８

 

・
㈱
ス
マ
イ
テ
ッ
ク

　
　
　
　
　

☎（
44
）９
６
１
８

 

・
マ
コ
ト
技
研
㈱

　
　
　
　
　

☎（
53
）５
４
３
４

※
市
内
外
問
わ
ず
右
記
以
外
の

業
者
で
も
、補
助
対
象
と
な
り

ま
す
。

広
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21　思いやりと交流で創る 新生文化都市　SHIMOTSUKE-CITY

ふ
ん
害
に
憤
慨
!!

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
と
飼
犬
新
規
登
録

　

誰
も
が
、犬
・
ね
こ
が
好
き
と

は
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。ル
ー
ル
を

守
ら
な
い
犬
・
ね
こ
の
飼
い
方

は
誰
も
が
不
快
で
す
。

　

特
に
問
題
に
な
っ
て
い
る
の

は
、犬
の「
ふ
ん
」の
後
処
理
で

す
。『
ふ
ん
』の
処
理
は
飼
い
主

の
責
任
で
す
！
散
歩
中
は「
ふ

ん
」を
片
付
け
る
道
具
を
携
帯

し
、「
ふ
ん
」を
し
て
し
ま
っ
た

場
合
は
必
ず
自
宅
へ
持
ち
帰
り

処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、ね
こ
の「
ふ
ん
」に
関

す
る
苦
情
や
相
談
も
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。花
壇
に「
ふ

ん
」を
し
た
り
、荒
ら
し
た
り
と

困
っ
て
い
ま
す
。ね
こ
は
専
用

の
ト
イ
レ
を
用
意
し
、決
ま
っ

た
場
所
で
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

み
ん
な
か
ら
理
解
の
得
ら
れ

る
よ
う
、飼
い
主
の
方
は
責
任

と
自
覚
を
も
っ
て
犬
・
ね
こ
を

飼
い
ま
し
ょ
う
。飼
い
主
の
モ

ラ
ル
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。近

隣
や
周
囲
の
人
に
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
な
く
、楽
し
く
快
適
に

ペ
ッ
ト
と
暮
ら
し
ま
し
ょ
う
。

〝
ル
ー
ル
を
守
っ
て
人
に
も
犬
・

ね
こ
に
も
優
し
い
街
づ
く
り

♪
〞

 

・
会
場
は
地
区
ご
と
で
す
が
、

い
ず
れ
の
会
場
で
も
受
け
ら
れ

ま
す
。最
寄
り
の
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

 

・
ハ
ガ
キ
の
送
付
を
受
け
た
方

は
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。

 

・
集
合
注
射
に
来
ら
れ
な
い
場

合
は
、最
寄
り
の
動
物
病
院
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

平
成
24
年
度
の
狂
犬
病
予
防

集
合
注
射
と
飼
犬
の
新
規
登
録

を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

　

な
お
、犬
の
死
亡
等
、登
録
内

容
に
変
更
・
訂
正
が
あ
り
ま
し

た
ら
連
絡
願
い
ま
す
。

◆
予
防
注
射
料

　

３
，３
０
０
円

◆
登
録
料

　

３
，０
０
０
円（
新
規
登
録
の

み
）

　

釣
り
銭
の
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

日（曜日）

４／８
（日）

４／14
（土）

４／15
（日）

地　区

南河内

国分寺

石　橋

国分寺
南河内

石　橋

南河内

国分寺

石　橋

実　施　時　間
 9:15　～　10:00
10:15　～　11:00
11:15　～　11:40
13:00　～　14:00
 9:10　～　 9:50
10:10　～　11:40
13:00　～　13:30
13:40　～　14:00
 9:20　～　10:00
10:15　～　10:55
11:10　～　11:40
13:00　～　14:00
 9:15　～　10:45
11:00　～　11:40
13:00　～　14:00
 9:15　～　10:00
10:15　～　10:45
11:00　～　11:40
13:00　～　14:00
 9:20　～　10:20
10:40　～　11:40
13:00　～　14:00
 9:10　～　10:00
10:10　～　10:50
11:00　～　11:40
13:00　～　14:10
 9:15　～　  9:55
10:10　～　10:40
11:00　～　11:40
13:00　～　14:00

別処山公園駐車場
南河内東体育館
谷地賀公民館
祇園原公園ステージ前
国分集落研修センター
日酸公園
蔓巻公園
川南集落研修センター
石北コミセン１号館（上原）
石橋北小学校校舎南側
若林公民館
古山小学校体育館南側
烏ヶ森公園トイレ北側
医大前公民館
関根井公民館
中大領構造改善センター
下長田農村環境改善センター
ＪＡおやま下古山購買所
石橋商工会館駐車場
ＧＴコミュニティーセンター
下野薬師寺歴史館駐車場
南河内庁舎南側駐車場
東方館
柴公園
朝日公民館
国分寺庁舎
細谷小学校北側駐車場
東前原農村公園
テーマ館
石橋庁舎中庭

場　　　　所
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住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　
　

設
置
費
補
助
制
度
を
実
施
し
ま
す

空
き
地
の
雑
草
管
理
で
お
困
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

市
で
は
、所
有
者
に
代
わ
り
空
き
地
の
除
草
作
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

工事
完了日

建売住宅
の引渡し
日

既築
住宅

交付決定日から３か月
以内又は平成25年３月11日
のいずれか早い日まで

交付決定日から６か月
以内又は平成25年３月11日
のいずれか早い日まで

交付決定日から３か月以内又は
平成25年３月11日のいずれか早
い日まで

新築
住宅

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
設
置
す
る
市
民
の
方
に
、

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

た
だ
し
、予
算
の
範
囲
内
で
の

交
付
と
な
り
ま
す
の
で
、補
助

金
の
合
計
額
が
予
算
の
範
囲
を

超
え
た
と
き
は
申
請
の
受
付
を

中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

詳
細
は
環
境
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
補
助
対
象
者

　

補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
方
は
、以
下
の
要

件
を
す
べ
て
満
た
す
方
で
す
。

①
市
内
に
居
住
し
て
い
る
こ

と
。（
実
績
報
告
時
に
お
い
て
居

住
し
て
い
る
場
合
を
含
む
。）

②
電
灯
契
約
を
結
ん
で
い
る
個

人
で
あ
り
、市
内
の
住
宅（
店

舗
、事
務
所
等
と
の
兼
用
は
可

と
す
る
。）に
、シ
ス
テ
ム
を
設

置
す
る
こ
と
又
は
建
売
住
宅
供

給
者
等
か
ら
市
内
に
、シ
ス
テ

ム
付
住
宅
を
購
入
す
る
こ
と
。

③
設
置
す
る
住
宅
が
、補
助
対

象
者
の
所
有
物
で
な
い
場
合

は
、書
面
に
よ
る
所
有
者
の
設

置
承
諾
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

④
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

●
補
助
金
の
額

　

太
陽
電
池
の
最
大
出
力
１
ｋ

ｗ
当
た
り
３
万
円（
上
限
12
万

円
） 

１
，０
０
０
円
未
満
の
端
数

は
切
り
捨
て
。

●
予
算
額

　

１
，２
０
０
万
円

●
申
請
受
付

　

４
月
２
日
㈪
午
前
８
時
30
分

か
ら

●
必
要
書
類

 

・
シ
ス
テ
ム
の
概
要
が
確
認
で

き
る
書
類

 

・
工
事
請
負
契
約
書
の
写
し
又

は
シ
ス
テ
ム
付
建
売
住
宅
売
買

契
約
書
の
写
し

 

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
を

証
明
す
る
書
類

 

・
住
民
票
の
写
し

 

・
設
置
承
諾
書

 

・
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め

る
書
類

●
申
請
先

　

必
要
書
類
を
添
え
て
、環
境

課（
国
分
寺
庁
舎
２
階
）ま
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
注
意
事
項

①
必
ず
設
置
工
事
の
着
工
前
又

は
シ
ス
テ
ム
付
建
売
住
宅
の
引

渡
し
前
に
、補
助
金
交
付
申
請

を
し
て
交
付
決
定
を
受
け
て
下

さ
い
。交
付
決
定
前
に
工
事
に

着
工
さ
れ
た
場
合
又
は
引
渡
し

を
受
け
た
場
合
は
補
助
金
の
交

付
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

②
工
事
完
了
日
、建
売
住
宅
の

引
渡
し
日
に
つ
い
て
は
、次
の

と
お
り
で
す
。

③
実
績
報
告
書
の
提
出
期
限

は
、シ
ス
テ
ム
の
工
事
完
了
日

又
は
シ
ス
テ
ム
付
建
売
住
宅
の

引
渡
し
が
完
了
し
た
日
か
ら
起

算
し
て
、30
日
以
内
又
は
平
成

25
年
３
月
25
日
の
い
ず
れ
か
早

い
日
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　

高
齢
で
な
か
な
か
草
刈
り
が

ま
ま
な
ら
な
い
、面
積
が
大
き

く
て
手
が
回
ら
な
い
と
い
っ
た

空
き
地
の
雑
草
の
除
去
で
お
困

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
放
っ
て

お
く
と
、ど
ん
ど
ん
雑
草
が
伸

び
て
し
ま
い
、毛
虫
が
発
生
し

た
り
、隣
接
す
る
方
々
に
迷
惑

を
か
け
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

空
き
地
の
適
正
な
管
理
は
所

有
者
の
責
任
で
す
。

●
委
託
の
料
金

　
【
参
考
】年
額
90
円
／
１
㎡

（
平
成
23
年
度
の
場
合
）

※（
例
）　

３
０
０
㎡
の
場
合
、

年
額
２
７
，０
０
０
円
と
な
り

ま
す
。

注
意
：
年
度
途
中
の
申
し
込
み
、

解
約
も
同
額
に
な
り
ま
す
。

●
管
理
の
内
容

　

年
４
回
の
雑
草
の
刈
払
い

（
刈
り
取
り
は
雑
草
の
繁
茂
す

る
期
間
に
行
い
ま
す
）

注
意
：
刈
り
取
っ
た
草
の
回
収

は
行
い
ま
せ
ん
。希
望
す
る
場

合
は
個
別
に
業
者
に
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

●
受
託
の
条
件

①
下
野
市
の
行
政
区
域
内
で
あ

る
こ
と

②
建
物
や
工
作
物
が
無
く
、果

樹
、植
木
等
の
樹
木
が
植
え
ら

れ
て
い
な
い
更
地
で
あ
る
こ
と

③
傾
斜
地
や
湿
地
等
、通
常
の

管
理
が
困
難
で
な
い
土
地
で
あ

る
こ
と

④
笹
竹
等
の
繁
茂
に
よ
る
荒
廃

が
な
く
、昨
年
ま
で
適
正
な
管

理
が
行
わ
れ
て
い
た
土
地
で
あ

る
こ
と

●
委
託
の
方
法

　

環
境
課
に
申
請
書
を
提
出

し
、委
託
料
を
前
払
い
す
る
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
課　

☎（
40
）５
５
５
９
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不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

地
下
水（
井
戸
水
）を

飲
用
さ
れ
て
い
る
方
へ

４
月
か
ら
９
月
は
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
対
策
期
間
で
す

ドコモ携帯
の場合

ドコモ携帯
以外の場合

　

市
で
は
、リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の

構
築
と
ご
み
減
量
化
の
た
め
、不

用
品
リ
サ
イ
ク
ル
の
情
報
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の　
『
譲
り
ま
す
』　

『
譲
っ
て
く
だ
さ
い
』　

情
報
を

お
受
け
し
て
い
ま
す
の
で
、希
望

さ
れ
る
方
は
環
境
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

〈
譲
り
ま
す
〉

・
子
供
用
自
転
車（
20
イ
ン
チ　

青
）・
学
生
服
上
下

（
国
分
寺
中
学
校
）・
ぬ
い
ぐ
る
み（
プ
ー
さ
ん
な
ど
の

子
ど
も
用
）・
フ
ッ
ト
マ
ッ
サ
ー
ジ（
ふ
く
ら
は
ぎ

用
）・
子
ど
も（
女
児
）水
着（
1
3
0
㎝
色
ピ
ン
ク

系
）・
子
ど
も（
女
児
）リ
フ
レ
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

水
着（
1
4
0
㎝
）・
女
児
用　

イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー

タ
ー（
20
―
23
㎝
色
ピ
ン
ク
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
、ひ
じ
あ

て
、ひ
ざ
あ
て
つ
き
）・
中
学
生
用
参
考
書
・
問
題
集

　
・
幼
児
用
ふ
と
ん（
３
組
）・
ブ
リ
タ
ニ
カ
英
語
教
材

（
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
90
本
・
本
90
冊
）・
宇
都
宮
短
期
大

学
附
属
高
等
学
校
女
子
制
服（
冬
服
・
夏
服
・
鞄
等
一

式
／
上
L
・
下
L
L
）・
キ
ャ
ノ
ン
プ
リ
ン
タ
ー
純
正

イ
ン
ク（
Ｂ
Ｃ
Ｉ
―
６
、未
使
用
品　

５
色
）・
子
供
用

鉄
棒
・
エ
レ
ク
ト
ー
ン（
ヤ
マ
ハ
）・
南
河
内
中
男
子
制

服 

（
ｓ
サ
イ
ズ
、ウ
エ
ス
ト
68
㎝
）・
学
習
机（
２
台
）・

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

〈
譲
っ
て
く
だ
さ
い
〉

・
南
河
内
二
中
男
子
制
服
、体
操
着
・
南
河
内
中
学
校

男
子
制
服
・
佐
野
日
大
高
等
学
校
男
子
制
服（
体
操

着
・
靴
・
カ
バ
ン
な
ど
含
む
）・
南
河
内
第
二
中
女
子
制

服
、体
操
着
・
南
河
内
中
女
子
制
服
、体
操
着（
Ｌ
）・
ロ

ー
チ
ェ
ア
・
男
児
サ
イ
ズ
1
1
0
〜
の
洋
服
・
高
校
生

女
子
用
コ
ー
ト
・
洗
濯
機（
全
自
動
）・
電
子
レ
ン
ジ
・

愛
泉
幼
稚
園
制
服 

（
男
児
、女
児
）・
愛
泉
幼
稚
園
体

操
着（
男
児
、女
児
）・
ソ
フ
ァ
ー（
一
人
掛
け
）・
子
供

用
ハ
イ
チ
ェ
ア
ー
・
お
も
ち
ゃ（
３
、４
才
以
上
向

け
）・
絵
本（
３
、４
才
以
上
向
け
）・
高
校
生
用
教
科
書

（
学
校
・
教
科
問
わ
ず
）・
東
芝
ワ
ー
プ
ロ
・
裁
縫
用
人

体（
ボ
デ
ィ
ー
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
リ
サ

イ
ク
ル
情
報
の
確
認
や
登
録
が

で
き
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

地
下
水
を
飲
用
す
る
場
合
は
、

水
質
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。水
質
検
査
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、県
南
保
健
所
内

の
食
品
衛
生
協
会
又
は
そ
の
他

の
検
査
機
関
に
直
接
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。検
査
料
金
は
検
査

機
関
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

※
市
で
は
水
質
検
査
の
受
け
付

け
は
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、ご
注

意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

㈳
栃
木
県
食
品
衛
生
協
会
小
山

支
部　

県
南
保
健
所（
県
南
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
）☎（
22
）８
８
１

４●
そ
の
他
の
検
査
機
関（
栃
木
県

に
本
社
等
の
あ
る
検
査
機
関
）

㈳
栃
木
県
薬
剤
師
会

㈶
栃
木
県
保
健
衛
生
事
業
団

平
成
理
研
㈱

㈱
那
須
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー

㈶
栃
木
県
環
境
技
術
協
会

㈱
総
研

●
栃
木
県
防
災
メ
ー
ル
提
供
シ
ス

テ
ム

　

左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取

り
空
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
と
登

録
画
面
へ
の
リ
ン
ク
Ｕ
Ｒ
Ｌ
が

付
与
さ
れ
た
メ
ー
ル
が
返
信
さ

れ
ま
す
。

　

メ
ー
ル
配
信
を
登
録
さ
れ
た

方
に
は
、光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意

報
が
発
令
さ
れ
る
と
そ
の
情
報

が
自
動
配
信
さ
れ
ま
す
。

※
登
録
時
の
注
意

　

携
帯
電
話
で
メ
ー
ル
の
受
信

拒
否
を
行
っ
て
い
る
方
は
、栃
木

県
防
災
メ
ー
ル
が
受
け
取
れ
る

よ
う
、設
定
変
更
を
お
願
い
し
ま

す
。

⑴
ド
メ
イ
ン

c.biz 
か
ら
の
メ
ー
ル
を
受
信
許

可
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

⑵
Ｕ
Ｒ
Ｌ
付
き
メ
ー
ル
を
許
可

に
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

⑶
な
お
、携
帯
電
話
の
設
定
変

更
、設
定
確
認
は
各
携
帯
電
話
会

社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
と
は
？

　

工
場
や
自
動
車
な
ど
か
ら
排

出
さ
れ
る
窒
素
酸
化
物
や
揮
発

性
有
機
化
合
物
な
ど
が
太
陽
の

紫
外
線
を
受
け
て
光
化
学
反
応

に
よ
り「
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン

ト
」に
変
化
し
、空
気
中
に
停
留

し
ス
モ
ッ
グ
状
に
な
る
こ
と
を

言
い
ま
す
。

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、風
が
弱

く
、気
温
が
高
く
晴
れ
た
日
に
発

生
し
や
す
く
、目
が
チ
カ
チ
カ
す

る
、頭
痛
が
す
る
、息
苦
し
い
な

ど
の
症
状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

県
で
は
、光
化
学
ス
モ
ッ
グ
情
報

を
住
民
に
提
供
し
、被
害
の
未
然

防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報

が
発
令
さ
れ
た
ら

①
屋
外
で
の
激
し
い
運
動
は
避

け
ま
し
ょ
う
。

②
目
が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
、の
ど

が
痛
く
な
っ
た
時
は
、洗
顔
や
う

が
い
を
し
て
、し
ば
ら
く
安
静
に

し
ま
し
ょ
う
。

③
被
害
を
受
け
た
方
は
、環
境
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
関
す

る
情
報
を
知
り
た
い
方
は

●
と
ち
ぎ
の
青
空
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

パ
ソ
コ
ン
用

ef.tochigi.lg.jp/d03/eco/kank
you/hozen/aozora.htm

l

携
帯
電
話
用

ef.tochigi.lg.jp/d03/m
/aozor

a/　

発
生
予
報
や
注
意
報
発
令
情

報
な
ど
を
確
認
で
き
ま
す
。

携
帯
端
末
へ
メ
ー
ル
配
信

を
希
望
さ
れ
る
方

☎
0
2
8
―
6
5
8
―
9
8
7
9

☎
0
2
8
―
6
7
3
―
9
9
0
0

☎
0
2
8
―
6
6
0
―
1
7
0
0

☎
0
2
8
―
6
4
5
―
2
4
0
4

☎
0
2
8
―
6
7
3
―
9
0
8
3

☎
0
2
8
―
6
2
2
―
9
9
1
2

http://w
w
w
.pr

http://w
w
w
.pr

m
ail.anshin.dcm
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まちの話題

大
越
氏
：
写
真
左

　

田
野
富
子
さ
ん（
明
治
45
年

２
月
18
日
生
、祇
園
在
住
）が

百
歳
を
迎
え
ら
れ
、市
か
ら
祝

詞
と
お
祝
い
品
を
贈
呈
し
ま

し
た
。

　

田
野
さ
ん
は
、週
３
回
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て

お
り
、歌
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽

し
ま
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、病

気
も
な
く
、自
分
で
歩
き
続
け

ら
れ
る
よ
う
に
と
、ご
家
族
の

協
力
の
も
と
ベ
ッ
ド
の
上
で

足
の
運
動
に
励
ん
で
お
ら
れ

ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

笹
原
す
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
の
会
が
優
秀
賞
受
賞
！

　

平
成
23
年
度
栃
木
県
道
路

愛
護
作
業
コ
ン
ク
ー
ル
に
お

い
て
、「
笹
原
す
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
の
会
」が
長
年
に
亘
っ

て
の
道
路
美
化
活
動
が
評
価

さ
れ
、フ
ラ
ワ
ー
部
門
で
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
会
代
表
の
大
越
一
雄
氏

は
、会
員
の
創
意
工
夫
と
協
力

に
よ
り
美
し
い
コ
ス
モ
ス
や

ポ
ピ
ー
が
育
て
ら
れ
、通
行
者

に
安
ら
ぎ
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
る
と
、地
域
の
方
々
の
ご

協
力
に
に
感
謝
し
て
い
ま
し

た
。

百
歳
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

２
月
23
日
㈭
、下
野
市
別
処

山
運
動
公
園
等
で
行
わ
れ
た
、

第
９
回
下
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
杯

選
抜
交
流
ラ
ス
ト
メ
モ
リ
ー

大
会
に
お
い
て
、強
豪
58
チ
ー

ム
が
ひ
し
め
く
中
、南
河
内

ジ
ュ
ニ
ア
が
見
事
準
優
勝
の

成
績
を
収
め
、市
長
に
報
告
に

訪
れ
ま
し
た
。選
手
ら
は
市
長

に
大
会
へ
の
想
い
と
こ
れ
か

ら
の
抱
負
を
述
べ
、市
長
か
ら

は
１
人
ひ
と
り
に
こ
れ
か
ら

の
活
躍
を
期
待
す
る
手
紙
が

渡
さ
れ
ま
し
た
。

空
手
道
選
手
権
大
会
で

大
活
躍

　

２
月
19
日
㈰
、群
馬
県
総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー「
ぐ
ん
ま

武
道
館
」で
、群
馬
県
極
真
空

手
道
選
手
権
大
会
団
体
戦（
風

神
杯
）が
開
催
さ
れ
市
内
よ
り

出
場
し
た
選
手
ら
が
見
事
な

成
績
を
収
め
ま
し
た
。

●
選
抜
ク
ラ
ス

　
小
学
３
・
４
年
の
部　

準
優
勝

　

大
関　

潤（
祇
園
小
４
年
）

　

中
嶋　

竜
悠

　

飯
野　

雄
雅（
国
小
４
年
）

　
小
学
１
・
２
年
の
部　

準
優
勝

　

江
戸　

哲
心（
薬
小
２
年
）

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ス

　
小
学
生
低
学
年
の
部　

優
勝

　

高
沢　

智
哉（
緑
小
２
年
）

　

中
嶋　

竜
二
郎

　

飯
野　

幸
太（
国
小
１
年
）

見
事
準
優
勝
！
ラ
イ
オ
ン

ズ
杯
選
抜
交
流
ラ
ス
ト

メ
モ
リ
ー
大
会

（
祇
園
小
４
年
）

（
祇
園
小
１
年
）

広
報
し
も
つ
け　

24
･
４
月
号
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パ
ソ
コ
ン
講
座（
ワ
ー
ド
基
礎
）

受
講
者
募
集

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
・

下
野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会
協
働
事
業
に

よ
り
ワ
ー
ド
基
礎
講
座（
入
門
）

を
開
催
し
ま
す
。
ワ
ー
ド
２
０

０
７
を
使
用
し
て
、
パ
ソ
コ
ン

の
扱
い
方
・
文
字
入
力
か
ら
回

覧
文
書
の
作
成
ま
で
基
本
か
ら

学
び
ま
す
。
こ
れ
か
ら
パ
ソ
コ

ン
を
始
め
た
い
方
、
基
礎
を
再

確
認
し
た
い
方
、
ぜ
ひ
受
講
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
コ
ー
ス
及
び
日
時

土
曜
コ
ー
ス
（
全
10
回
）

　

５
月
12
日
〜
７
月
14
日

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

火
曜
コ
ー
ス
（
全
10
回
）

　

５
月
８
日
〜
７
月
10
日

　

午
後
１
時
〜
３
時

●
会　

場

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

●
定　

員　

各
コ
ー
ス
15
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

●
対
象
者

　

パ
ソ
コ
ン
を
こ
れ
か
ら
始
め

る
方
、
操
作
は
出
来
る
が
基
本

か
ら
学
習
し
た
い
方

●
テ
キ
ス
ト

　

Ｆ
Ｏ
Ｍ
出
版
「
よ
く
わ
か
る

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
２
０
０
７
基
礎
」

●
費　

用　

４
，５
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
：
２
，０
０
０
円
、

受
講
料
：
２
，５
０
０
円
）

●
講　

師

　

下
野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会
（
パ
ソ
コ

ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
団
体
）

●
応
募
方
法

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
に

来
館
の
上
、
費
用
を
添
え
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
受
付
開
始
日

　

４
月
16
日
㈪　

午
前
９
時
〜

※ 

パ
ソ
コ
ン
は
各
コ
ー
ス
と
も
、

各
自
持
ち
込
み
に
な
り
ま
す
。

持
ち
込
み
出
来
な
い
方
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
使
用
テ
キ
ス
ト
は

　

M
icrosoft O

ffi  ce

用
で
す
。

　

 

他
の
ソ
フ
ト
で
は
対
応
で
き

な
い
操
作
も
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

　

（
44
）６
６
４
４

　

和
の
布
を
使
っ
て
人
形
や
小

物
を
手
作
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

電
気
ゴ
テ
を
使
っ
て
接
着
し

ま
す
の
で
、
縫
い
物
が
苦
手
な

方
に
も
楽
し
く
参
加
で
き
ま
す
。

●
日　

時

　

５
月
10
日
・
24
日
、
６
月
７

日
・
28
日
、
７
月
12
日

　
（
毎
回
木
曜
日
・
全
５
回
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

●
場　

所

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

●
講
座
内
容
と
材
料
費

第
１
回

　

カ
ー
ド
入
れ
＆
ミ
ニ
末
広

　

６
０
０
円

第
２
回

　

童
の
押
し
絵 

９
０
０
円

第
３
回

　

季
節
の
花
の
壁
飾
り

１
，０
０
０
円

第
４
・
５
回

　

金
魚
の
す
だ
れ
飾
り

１
，５
０
０
円

●
講　

師

　

内
田　

雅
子　

氏

　
（
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

衣
香
流
押
し
絵
講
師
）

●
定　

員

　

10
名

●
受
け
付
け
締
め
切
り

　

５
月
７
日
㈪

●
持
参
す
る
物

　

布
用
ハ
サ
ミ
（
貸
出
可
）

　

お
手
拭

※ 

講
座
開
催
に
先
立
ち
、
４
月

７
日
㈯
〜
20
日
㈮
ま
で
生
涯

学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
１
階
展

示
コ
ー
ナ
ー
に
て
「
和
布
の

押
し
絵
作
品
展
示
」
を
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

　

（
44
）６
６
４
４

市
民
活
動
支
援
サ
イ
ト

「
Ｙ
ｏ
ｕ
が
お
ネ
ッ
ト
」

相
談
窓
口

　

次
の
日
程
に
よ
り
、「
Ｙ
ｏ

ｕ
が
お
ネ
ッ
ト
」
の
パ
ソ
コ
ン

操
作
に
つ
い
て
、
専
門
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
が
相
談
、
指
導
等
に

応
じ
ま
す
。
ぜ
ひ
気
軽
に
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

●
４
月
の
相
談
日

　

５
日
・
12
日
・
19
日
・
26
日

　
（
す
べ
て
木
曜
日
）

●
５
月
の
相
談
日

　

10
日
・
17
日
・
24
日
・
31
日

　
（
す
べ
て
木
曜
日
）

●
時　

間

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

●
会　

場

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

●
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー　

　

☎（
40
）０
９
１
１

　

http//shim
otsuke.　

　

genki365.net

生涯学習情報センター通信

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
通
信（
第
49
号
）

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー　

☎（
40
）０
９
１
１

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
通
信（
第
49
号
）

  

た
だ
い
ま
情
報
発
信
会
員

  

募
集
中

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

自
主
企
画
講
座 「
や
さ
し
い
押
し
絵
講
座
」

広
報
し
も
つ
け　
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生涯学習だより

し
も
つ
け
ま
ち
づ
く
り

市
民
大
学
の
ご
案
内

　

下
野
市
で
は
、「
い
き
い
き

輝
き
楽
習
の
ま
ち 
し
も
つ
け
」

を
目
標
に
掲
げ
、
生
涯
学
習
の

推
進
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

市
民
一人
ひ
と
り
が
「
こ
の
ま

ち
で
生
活
を
し
て
本
当
に
よ
か
っ

た
」
と
実
感
で
き
る
地
域
社
会

を
目
指
し
、
行
政
と
協
働
し
な

が
ら
市
民
自
身
が
中
心
に
な
っ

て
学
習
活
動
を
行
い
、
そ
の
成

果
・
知
識
・
技
術
な
ど
を
ま
ち

づ
く
り
に
活
か
す
こ
と
で
す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
自
己
学
習

の
支
援
と
し
て
「
し
も
つ
け
ま

ち
づ
く
り
市
民
大
学
」
を
開
講

し
ま
す
。
こ
の
講
座
は
、
市
民

自
ら
が
地
域
に
貢
献
す
る
協
働

の
担
い
手
と
し
て
活
躍
す
る
た

め
に
必
要
な
知
識
や
技
術
を
学

ぶ
場
と
な
り
ま
す
。

学
習
の
枠
組
み

●
入
学
対
象
及
び
受
講
資
格

　

本
学
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
方

　

 （
履
修
希
望
多
数
の
授
業
科

目
に
つ
い
て
は
、
市
内
在
住
、

在
勤
、在
学
者
を
優
先
す
る
）

●
場　

所

　

 

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
、

市
内
公
民
館
、
図
書
館
ほ
か

●
定　

員

　

 

１
授
業
科
目
あ
た
り
25
名
程
度

（
講
座
に
よ
っ
て
異
な
る
）

●
履
修
体
系

　

個
別
履
修
を
基
本
と
し
、
４

月
か
ら
３
月
ま
で
の
１
期
制
と

す
る

●
授
業
科
目

　

① 
共
通
科
目　

市
民
力
養
成

講
座
「
し
も
つ
け
大
人
塾

24
」

　

② 

専
修
科
目　

履
修
科
目
概

要
の
と
お
り

●
授
業
数

　

１
科
目
あ
た
り
４
〜
10
回

　
（
履
修
科
目
に
よ
り
異
な
る
）

●
授
業
時
間

　

90
分
か
ら
１
２
０
分

　
（
履
修
科
目
に
よ
り
異
な
る
）

● 

履
修
方
法
及
び
受
講
申
し
込

み
方
法
に
つ
い
て

　

市
民
の
自
主
的
な
学
習
意
欲

や
問
題
意
識
に
対
応
す
る
た
め
、

関
心
の
あ
る
科
目
を
自
由
に
い

く
つ
で
も
選
択
す
る
こ
と
が
で

き
る
。（
受
講
申
し
込
み
は
講

座
ご
と
）

　

な
お
、「
市
民
力
養
成
講
座
」

は
、
全
員
が
必
ず
受
講
す
る
共

通
科
目
（
必
修
）
と
す
る
。

●
修
了
証
の
交
付
に
つ
い
て

　
６
割
以
上
の
出
席
で
交
付
す
る

●
卒
業
要
件
に
つ
い
て

　

共
通
科
目
受
講
の
ほ
か
、
専

修
科
目
よ
り
１
講
座
、
特
別
科

目
よ
り
１
講
座
（
研
修
、
講
演

会
等
）
を
受
講
し
、
修
了
す
る

こ
と
。

　

要
件
を
満
た
し
た
修
了
生
に
、

卒
業
証
書
を
交
付
す
る
。（
た

だ
し
、
年
度
ご
と
の
交
付
に
な

る
の
で
、
履
修
単
位
は
繰
り
越

せ
な
い
）

●
受
講
料

　

基
本
的
に
は
無
料
（
履
修
科

目
に
よ
っ
て
は
、
資
料
代
な
ど

が
か
か
る
場
合
が
あ
る
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課（
石
橋
庁
舎
２
階
）

　

☎（
52
）１
１
１
９

　

（
52
）２
６
２
４

　

な
お
、
ま
ち
づ
く
り
市
民
大

学
の
詳
細
は
、
生
涯
学
習
情
報

誌
エ
ー
ル
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

エ
ー
ル
は
、
自
治
会
を
通
し
て

全
戸
配
付
す
る
ほ
か
、
公
民
館

な
ど
の
公
共
施
設
の
ロ
ビ
ー
等

に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

市
民
力
養
成
講
座

あ
な
た
を
生
か
す
！

　

大
人
の
居
場
所
づ
く
り

　
　
「
し
も
つ
け
大
人
塾
24
」

　
　
　
　
　

受
講
生
募
集

お
楽
し
み
は
こ
れ
か
ら
だ
！

人
生
は
シ
ニ
ア
か
ら
が
面
白
い

　

元
気
な
退
職
者
や
子
育
て
を

終
え
た
方
の
た
め
の
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
社
会
を
学
ぶ
、
お
し
ゃ

べ
り
サ
ロ
ン
的
な
講
座
で
す
。

　

自
分
の
た
め
、
ま
た
は
地
域

の
た
め
に
何
か
を
や
っ
て
み
た

い
け
ど
、
何
を
や
っ
た
ら
い
い

か
わ
か
ら
な
い
。
そ
ん
な
方
の

た
め
の
ヒ
ン
ト
が
満
載
で
す
。

　

こ
の
講
座
は
、
上
記
「
し
も

つ
け
ま
ち
づ
く
り
市
民
大
学
」

の
共
通
科
目
に
な
り
ま
す
。

●
対
象　

一
般

●
定
員　

20
名

●
会
場　

 

生
涯
学
習
情
報
セ
ン

タ
ー 

ほ
か

●
日
時　

 

午
前
10
時
〜
正
午（
館

外
学
習
等
は
除
く
）

●
講
師　

 

東
北
芸
術
工
科
大
学

教
授

　
　
　
　

松
田 

道
雄 

氏 

等

●
費
用　

 
館
外
学
習
な
ど
の
交

通
費
・
食
事
代
等
の

実
費
は
個
人
負
担

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

氏
名
・
住
所
・
連
絡
先
を
添

え
て
生
涯
学
習
課
へ

　

☎（
52
）１
１
１
９

　

（
52
）２
６
２
４

◇しもつけまちづくり市民大学
履 修 科 目 概 要

○共通科目（必修）
　・市民力養成講座
　　　しもつけ大人塾24
○専修科目（選択）･･･複数受講可
　・生涯学習科  公民館講座、

各種養成講座等
　・人権教育科　市民人権講座
　・青少年育成科
　　　育成支援者養成講座
○特別科目（選択）･･･複数受講可
　・市が主催する講演会等

回 月　日 学　　習　　内　　容
１ 6月 2日（土）まちづくりの手法を学ぶ　～だがしや楽校、まちあるき、ハンズインカフェ等
２ 6月 23日（土）今までのしもつけ大人塾の足跡をたどる　～無理なく、楽しく、まちづくり
３ 7月 7日（土）自分を知ろう、お互いを知ろう　～自分を見つめなおし、何ができるか考える
４ 7月 28日（土）ハンズ イン カフェ①　私の好きな下野市の魅力　～手わすらとおしゃべり
５ 8月 25日（土）ハンズ イン カフェ②　私がみんなとやってみたいこと　～手わすらとおしゃべり
６ 9月 15日（土）ほかの町の「だがしや楽校」を学ぶ　～“自分みせ”の集いin大沢の事例
７ 10 月 6日（土）想いを形にする①　何を表現するか　～私は何がやれるかな？
８ 10 月 27日（土）想いを形にする②　どう表現するか　～みんなとどういう風にやろうかな？
９ 11 月 17日（土）みなさんに披露しよう　～大人塾発表会　私は実はこんなことができました
10 12 月 1日（土）しもつけ大人塾をふり返る　～これから何をやりたいですか？

生
涯
学
習
だ
よ
り

生
涯
学
習
だ
よ
り

広
報
し
も
つ
け　
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生涯学習だより

平
成
24
年
度

地
域
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

養
成
研
修

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
学
習
の
成

果
を
生
か
し
た
教
育
支
援
活
動

に
参
加
し
や
す
い
環
境
を
つ
く

る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
受

け
入
れ
側
（
主
に
小
中
学
校
）

と
の
連
絡
調
整
を
行
う
仕
組
み

や
方
法
を
学
び
、
地
域
教
育
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
技
術
を
身
に

つ
け
る
講
座
で
す
。
た
く
さ
ん

の
人
が
こ
れ
ら
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
つ
こ
と
に
よ
り
、
地
域
教
育

活
動
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

こ
の
講
座
は
、
ふ
れ
あ
い
学

習
を
推
進
す
る
栃
木
県
教
育
委

員
会
及
び
壬
生
町
教
育
委
員
会

と
の
共
催
事
業
で
す
。

●
対
象　

 一
般
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
者
・
関
心
の
あ

る
人
・
学
校
教
員
等

●
定
員　

30
名

●
内
容

第
１
回　

 

５
月
８
日
㈫
（
道
の

駅
し
も
つ
け
会
議

室
）

　

 「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推

進
し
て
い
く
た
め
に
！
」

第
２
回　

 

５
月
16
日
㈬
（
栃
木
県

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
）

　

 「
地
域
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
役
割
と
必
要
性
」

第
３
回　

 

６
月
上
旬
（
市
内
小

学
校
予
定
）

　

 「
魅
力
あ
る
学
校
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
実
際
」

第
４
回　

 

６
月
21
日
㈭
（
生
涯

学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
）

　

 「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
マニュア
ル

を
作
って
み
よ
う
！
」

第
５
回　

 

７
月
12
日
㈭
（
壬
生

町
生
涯
学
習
館
）

　

 「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
（
交
流
会
）」

●
時
間　

午
後
２
時
〜
4
時

　
　
　
　

 （
第
２
回
の
み
午
後

1
時
30
分
〜
3
時
30

分
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

 

氏
名
・
住
所
・
連
絡
先
を
添

え
て
生
涯
学
習
課
へ

　

☎（
52
）１
１
１
９

　

（
52
）２
６
２
４

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
支
援
講
座

合
同
開
講
式
の
お
知
ら
せ

　

団
塊
の
世
代
の
方
を
中
心
と

し
て
、
第
２
の
人
生
を
過
ご
す

ヒ
ン
ト
や
地
域
参
画
の
手
法
、

考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
、
市
内

４
公
民
館
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て

多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す

る
講
座
の
合
同
開
講
式
を
開
催

し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
ご
参
加

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

●
日
時　

５
月
９
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
所　

南
河
内
東
公
民
館

●
演
題　

「
災
害
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

●
講
師　

白
鴎
大
学
教
授

　
　
　
　
　

結
城　

史
隆　

氏

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課☎（

52
）１
１
１
９

下
野
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ス

ク
ラ
ブ
会
員
募
集
中

　

下
野
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ス

ク
ラ
ブ
は
、
中
学
生
・
高
校
生

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
、

主
に
子
ど
も
会
や
学
童
ク
ラ
ブ

の
子
ど
も
た
ち
を
相
手
に
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導
や
バ

ル
ー
ン
ア
ー
ト
遊
び
な
ど
を
す

る
な
ど
し
て
、
活
動
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
他
地
区
の
ジ
ュ
ニ

ア
リ
ー
ダ
ー
と
の
交
流
や
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
目
的
に
県
内
外
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
に
参
加
し

た
り
、
情
報
セ
ン
タ
ー
や
公
民

館
ま
つ
り
に
参
加
し
て
イ
ベ
ン

ト
を
楽
し
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

下
野
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ス

ク
ラ
ブ
は
、
一
緒
に
活
動
し
て

く
れ
る
中
学
生
高
校
生
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。
活
動
の
見

学
や
体
験
も
大
歓
迎
で
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

　

（
52
）２
６
２
４

　

 
syougaigakusyu@

city.
shim

otsuke.lg.jp

青
少
年
育
成
講
座

「
す
き
る
あ
っ
ぷ
！
遊
び
の
達

人
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た

　

身
近
な
も
の
を
使
っ
た
遊
び

や
手
軽
に
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
体
験
を
通
し
て
、
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
活
動
す
る

際
に
役
立
つ
ス
キ
ル
を
学
ぶ

「
す
き
る
あ
っ
ぷ
！
遊
び
の
達

人
講
座
」
を
、
３
月
10
日
㈯
と

17
日
㈯
の
２
回
講
座
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

第
１
回
で
は
自
己
紹
介
の
方

法
や
、
新
聞
紙
や
牛
乳
パ
ッ
ク

な
ど
を
使
っ
た
ク
ラ
フ
ト
（
工

作
）
を
学
び
ま
し
た
。

　

自
己
紹
介
一
つ
を
と
っ
て
も

様
々
な
や
り
方
が
あ
り
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
形
式
に
よ
っ
て

よ
り
早
く
相
手
と
親
し
く
な
れ

る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
ま

た
身
近
に
あ
る
も
の
で
楽
し
い

工
作
が
で
き
る
こ
と
も
知
り
、

子
ど
も
た
ち
を
夢
中
に
さ
せ
る

ポ
イ
ン
ト
を
講
座
の
随
所
で
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

第
２
回
で
は
子
ど
も
と
遊
べ

る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験

し
た
の
ち
、「
危
険
予
知
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
」
と
呼
ば
れ
る
手
法
に

よ
り
、
子
ど
も
た
ち
と
活
動
す

る
際
に
想
定
さ
れ
る
危
険
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

受
講
生
の
感
想
と
し
て
は
、

「
遊
び
を
楽
し
み
な
が
ら
、
新

た
な
発
見
が
あ
っ
た
」、「
今
後

実
際
に
子
ど
も
た
ち
と
の
活
動

の
中
で
生
か
し
て
い
き
た
い
」

と
い
っ
た
声
が
多
く
聞
か
れ
、

講
座
の
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

講座の様子

広
報
し
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Let’s SPORTS

ニ
ッ
コ
ニ
コ

〜
マ
マ
と
い
っ
し
ょ
〜

体
操
教
室
参
加
者
募
集
〜

　

幼
児
期
に
運
動
を
す
る
こ
と
で

心
身
の
発
達
を
促
し
、
親
子
の
絆

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
親
子
体

操
を
開
催
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日　

時

　

５
月
９
・
16
・
23
・
30
日
、

　

６
月
６
・
13
・
20
・
27
日

　
（
毎
週
水
曜
日
全
８
回
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
場　

所　

石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー

●
対　

象　

満
２
〜
３
歳
（
５
月

１
日
現
在
）
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

※ 

託
児
施
設
は
あ
り
ま
せ
ん
。
参

加
者
以
外
は
入
場
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
参
加
費　

１
組
１
，０
０
０
円

（
保
険
料
等
を
含
み
ま
す
）

●
定　

員

　

20
組
（
代
理
申
込
で
き
ま
す
が
、

１
人
１
組
ま
で
と
な
り
ま
す
）

●
受
付
期
間

　

４
月
16
日
㈪
午
前
９
時
〜

　

４
月
26
日
㈭
午
後
５
時
ま
で

※ 

受
付
は
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
内
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
窓
口
で
行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
52
）１
１
２
４

春
の
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

参
加
者
募
集

　
《
風
情
あ
る
自
然
を
歩
く
》

　

御
岳
山
ハ
イ
キ
ン
グ
、
２
つ
の

滝
と
苔
の
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
を
巡

り
幽
谷
の
世
界
を
訪
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？

●
日　

時

　

 

５
月
27
日
㈰
午
前
６
時
30
分　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
集
合
・
出
発

●
場　

所

　

東
京
都
青
梅
市

　

御
岳
山
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

●
対　

象

　

小
学
校
４
年
生
以
上
の
市
内
在

住
者
、
在
勤
者
（
中
学
生
以
下
の

場
合
は
、
保
護
者
の
同
伴
が
必
要

に
な
り
ま
す
。）

●
参
加
費

　

中
学
生
以
上
４
，０
０
０
円

　

小
学
生　
　

３
，５
０
０
円

　
（
保
険
料
を
含
み
ま
す
）

　

※
後
日
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
定　

員　

80
名

●
申
込
方
法

　

郵
政
ハ
ガ
キ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー

ル
、
も
し
く
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

窓
口
に
直
接
申
込
み
。

※ 

後
日
決
定
通
知
書
と
参
加
費
納

入
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。

　

 

窓
口
に
て
直
接
申
し
込
み
さ
れ

る
方
は
申
し
込
み
時
に
納
入
く

だ
さ
い
。

※ 

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
申
込
期
間

　

４
月
10
日
㈫
午
前
９
時
〜
５
月

８
日
㈫
午
後
５
時
ま
で

※ 

申
し
込
み
期
日
、
到
着
分
ま
で

有
効

●
郵
政
ハ
ガ
キ
に
よ
り
申
し
込
み

　

記
載
内
容
は
、
①
春
の
市
民
ハ

イ
キ
ン
グ
参
加
希
望
②
住
所
③
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
④
年
齢
（
学
年
）

⑤
生
年
月
日
⑥
性
別
⑦
電
話
番
号

⑧
勤
務
先
名
称
・
住
所
（
在
勤
者

の
み
）

　

〒
3
2
9
-0
5
1
9　

下
野

市
大
松
山
1
-7
-1　

ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
ま
で
郵
送
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
52
）１
１
２
４

平
成
24
年
下
野
市

春
季
テ
ニ
ス
教
室
開
催

　

下
野
市
テ
ニ
ス
協
会
で
は
、
春

と
秋
の
テ
ニ
ス
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
テ
ニ
ス
を
楽
し
み
た
い
、

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
し
た
い

初
心
者
か
ら
中
級
者
の
方
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
日　

時　

５
月
12
・
19
・
26
日
、

６
月
２
・
９
日
（
毎
週
土
曜
日
）

（
予
備
日
：
６
月
16
・
23
日
）

　

午
後
７
時
〜
９
時（
集
合
時
間
：

第
１
回
目
の
み
午
後
６
時
45
分
）

●
会　

場　

国
分
寺
運
動
公
園　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
募
集
人
員　

50
名

●
参
加
資
格　

下
野
市
在
住
・
在

勤
・
在
学
（
高
校
生
以
上
）
の
方

●
参
加
費　

３
，０
０
０
円

（
参
加
費
は
第
１
回
教
室
の
時
に

納
入
下
さ
い
）

●
申
し
込
み
方
法　

申
込
書
に
記

入
し
、
下
野
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間　

４
月
27
日
㈮
〜
５

月
９
日
㈬　

午
後
５
時
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
テ
ニ
ス
協
会

　

井
上
ま
で（
☎
0
9
0
-1
4
6

7
-0
2
6
5
）

※ 

参
加
費
は
、
参
加
回
数
に
関
わ

ら
ず
一
律
で
す
。

＊ 

天
候
等
に
よ
り
、
開
催
を
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

弓
道
教
室
の
開
催
の

ご
案
内

　

日
本
古
来
の
弓
道
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
開
催
期
間

　

５
月
19
・
26
日
、
６
月
２
・
９
・

Let’s SPORTSLet’s SPORTS
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Let’s SPORTS

16
日
（
毎
週
土
曜
日
全
５
回
）

　

昼
の
部　

午
後
２
時
〜
４
時

　

夜
の
部　

午
後
７
時
〜
９
時

●
募
集
人
員　

昼
の
部
10
名
、
夜

の
部
10
名
程
度

●
開
催
場
所

　

下
野
市
静
思
館
（
昼
の
部
）・

　

下
野
市
石
橋
弓
道
場（
夜
の
部
）

●
参
加
料

　

１
，０
０
０
円
（
保
険
料
込
み
）

●
参
加
資
格　

下
野
市
在
住
の
一

般
社
会
人
及
び
下
野
市
在
勤
者

●
申
し
込
み　

４
月
28
日
㈯
午
後

５
時
ま
で
に
、
参
加
料
を
添
え
て

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
窓
口
（
ス
ポ
ー

ツ
交
流
館
内
）
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
な
お
、
電
話
に
よ
る
受

付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
体
育
協
会
弓
道
部

　

清
水　

☎
0
9
0
-8
6
8
2
-

5
0
1
0

小
山
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
杯
少
年
柔
道
大
会
に
て

南
河
内
柔
道
部
、
国
分
寺

柔
道
会
が
入
賞

　

第
18
回
小
山
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
杯
少
年
柔
道
大
会
が
、
２
月

５
日
㈰
県
南
体
育
館
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
小
山
市
少
年
柔
道
会
、

野
木
町
柔
道
ク
ラ
ブ
、
南
河
内
柔

道
部
、
国
分
寺
柔
道
会
、
仁
風
館

星
野
道
場
の
５
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

個
人
戦
・
団
体
戦
の
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

団
体
戦
で
は
市
の
南
河
内
柔
道
部

が
準
優
勝
、
国
分
寺
柔
道
会
が
第

三
位
の
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

個
人
戦
入
賞
者
は
、
次
の
通
り
。

（
敬
称
略
）

未
就
学
年
中
の
部

　

優　

勝
：
川
越
愛
留

　

準
優
勝
：
岩
崎
妃
南

　

第
３
位
：
谷
田
貝
優
樹

未
就
学
年
長
の
部

　

準
優
勝
：
小
貫
竜
暉

　

第
３
位
：
狩
野
竜
也

１
年
生
の
部

　

第
３
位
：
野
澤
未
祐
希

５
年
生
軽
量
の
部

　

準
優
勝
：
生
井
大
輝

　

第
３
位
：
池
田
京
香

６
年
生
重
量
の
部

　

第
３
位
：
豊
田
晟
寿

　下野市教育委員会・下野市体育指導委員会では平成２４年度の各種スポーツ教室を下記のとおり実施し
ます。教室の詳細や募集内容については、随時市広報でお知らせします。皆様ぜひ参加してください。

平成24年度スポーツ教室開催予定一覧

月 教　室　名 対　　象 内　　　　　　　　　容

５

ニッコニコ
～ママといっしょ～
体操教室（前期）

２～３歳児と母
全８回
母子が一緒になって体操し、親子の絆を深め、お子様には、
運動への興味をもってもらう事をテーマに実施します。

春の市民ハイキング 小学４年生以上
５月末日曜日
御岳山ハイキング（東京都青梅市）
大自然に囲まれて癒されよう！初心者も歓迎！

7 Ｂ＆Ｇ海洋センター水泳教室 小学生以上 全４回
初心者・初級者を対象に、泳ぎ方を基礎から指導します。

10

ニッコニコ
～ママといっしょ～
体操教室（後期）

２～３歳児と母 全８回　前期教室に引き続き実施します。

正しいウォーキング 一般
全２回
正しい歩き方、効果的なウォーキングの仕方を講習します。
2回目は実践編。遠出してウォーキングを楽しみます。

11 身障者交流会 市内障がい者 スポーツを通じて、快い汗をかき交流を深め「楽しみつくり」
を図ります。

1 雪国で遊ぼう
スノーバス 小学 4年生以上

１月の土曜日
誰でも簡単に出来るスノーシューハイキング！
スキー、スノーボードもやります。
歩いて滑ってレッツ♪スノーシューイング

２ ストレッチ体操
（有酸素運動とストレッチ） 一般 全５回

気持ち良く体を伸ばしてリフレッシュしませんか

3 ファミリー日帰りスキーバス 小学生以上 近隣スキー場で午前中はインストラクターの講習、午後は
ファミリーで楽しく滑走

※予定ですので、内容及び開催時期に変更等が生じる場合がありますのでご了承ください。

●問い合わせ先　スポーツ振興課　☎52－1124

広
報
し
も
つ
け　

24
･
４
月
号

市
民
に
よ
り
地
域
で
組
織
さ
れ
て
い
る
下
野
市
消
防
団
は
何
部
あ
る
で
し
ょ
う
か
？

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

問
１　
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図書館インフォメーション

4月 図書館カレンダー4月 図書館カレンダー

図書館図書館インフォメーション図書館図書館インフォメーション図書館インフォメーション
ホームページへアクセス!（蔵書の予約と検索ができます）

QRコード

http://www.library.shimotsuke.tochigi.jp/

携帯アドレスはこちら
http://www.library.shimotsuke.tochigi.jp/i/

LIBRARY  INFORMATION
★
開
館
時
間

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
6
時

　

石
橋
図
書
館  

☎（
52
）1
1
3
6

　

国
分
寺
図
書
館  

☎（
44
）3
3
9
9

　

南
河
内
図
書
館  

☎（
48
）2
3
9
5

○
石
橋
図
書
館
の
休
館
日

□
南
河
内
・
国
分
寺
図
書
館
の
休
館
日

金
６
13
20
27

土
７
14
21
28

木
５
12
19
26

水
４
11
18
25

火
３
10
17
24

日
１
８
15
22
29

月
２
９
16
23
30

石
橋
図
書
館
催
し
物
の
ご
案
内

●
読
書
会

４
月
11
日
（
第
２
水
曜
日
）

　

三
好　

京
三
著
『
い
の
ち
の

歌
』
を
読
ん
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時　

間　

午
前
10
時
〜
正
午

場　

所　

２
階
研
修
室

●
お
は
な
し
会

４
月
７
日
（
第
１
土
曜
日
）

絵　

本

　
 「

お
お
か
み
と
七
ひ
き
の
こ

や
ぎ
」

　
「
た
ま
ご
の
あ
か
ち
ゃ
ん
」

４
月
21
日
（
第
３
土
曜
日
）

絵　

本

　
「
ぐ
る
ん
ぱ
の
よ
う
ち
え
ん
」

　
「
く
ろ
ね
こ
か
あ
さ
ん
」

時　

間　

午
後
２
時
か
ら

場　

所　

　

１
階
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
親
子
ふ
れ
あ
い
映
画
会

４
月
14
日
（
第
２
土
曜
日
）

　
　

28
日
（
第
４
土
曜
日
）

時　

間　

午
後
２
時
か
ら

場　

所　

２
階
視
聴
覚
室

国
分
寺
図
書
館
催
し
物
の
ご
案
内

●
お
は
な
し
会

４
月
14
日
（
第
２
土
曜
日
）

絵　

本

　
「
テ
ィ
ッ
チ
」

　
「
ぽ
ぽ
ー
ぺ
ぽ
ぴ
ぱ
っ
ぷ
」

大
型
絵
本

　
「
く
ま
の
コ
ー
ル
テ
ン
く
ん
」

時　

間　

午
後
２
時
〜

場　

所　

１
階
お
話
コ
ー
ナ
ー

●
読
書
会

４
月
21
日
（
第
３
土
曜
日
）

　

清
水　

眞
砂
子
著
『
青
春
の

終
わ
っ
た
日
―
ひ
と
つ
の
自
伝
』

を
読
ん
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時　

間　

午
前
10
時
〜
正
午

場　

所　

２
階
視
聴
覚
室

南
河
内
図
書
館
催
し
物
の
ご
案
内

●
読
書
会

４
月
14
日
（
第
２
土
曜
日
）

　

吉
村　

昭
著
『
三
陸
海
岸
大

津
波
』
を
読
ん
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

時　

間　

午
前
10
時
〜
正
午

場　

所　

南
河
内
公
民
館

●
紙
し
ば
い
と
読
み
語
り
＆
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー

４
月
14
日
（
第
２
土
曜
日
）

①
午
後
２
時
〜
（
幼
児
向
け
）

絵
本

　
「
だ
ん
だ
ん
の
ぼ
れ
ば
」ほ
か

紙
し
ば
い

　
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
す
ご
い
ね
」

②
午
後
３
時
〜（
低
学
年
向
け
）

絵
本

　
「
よ
も
ぎ
だ
ん
ご
」
ほ
か

紙
し
ば
い

　
「
め
が
ね
ど
ろ
ぼ
う
」

４
月
28
日
（
第
４
土
曜
日
）

①
午
後
２
時
〜
（
幼
児
向
け
）

絵
本

　
「
じ
ぶ
ん
だ
け
の
い
ろ
」ほ
か

紙
し
ば
い

　
「
ス
テ
ゴ
の
あ
か
ち
ゃ
ん
ザ

　

ウ
ル
ス
」

②
午
後
３
時
〜（
低
学
年
向
け
）

絵
本

　
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
ち
の
た
う

　

え
」
ほ
か

紙
し
ば
い

　
「
さ
ぎ
と
り
」

図書館　購入図書のご案内（一部）
<一般書>
降霊会の夜（石）･･････････････････････････浅田次郎
希望の地図（石）･･････････････････････････重松　清
マルセル（石）･･････････････････････････髙樹のぶ子
世界史のなかの平清盛（国） ････････････････加来耕三
伝説の灘校教師が教える一生（国）
すぐわかる中国の歴史（国） ･････････････････小田切英
教師の仕事　泣いて、笑って、ちょっぴり元気（国）
　　　　･････････････････････････････････佐藤　隆
宇宙はなぜこんなにうまくできているのか（国）
　　　　･････････････････････････････････村山　斉
信長私記（南）････････････････････････････花村萬月
知っておきたい日本の年中行事事典（南）･･福田アジオ
きなりの雲（南）･･････････････････････････石田　千

<児童書>
ゆめのスカイツリー（石）････････････････谷川俊太郎
東北んめえもんのうた（石）･･････････････長谷川義史
悪夢の目撃者（石）･･････････クリス・プリーストリー
イチゴがいっぱい（国）･･････････････････竹内もと代
はずかしがりやのミリアム（国）････ロール・モンルブ
スティーブ・ジョブズってどんな人？（国）
　　　　･･･････････････････････…なむ・きょんわん
ハリセンボンがふくらんだ（南）････････････鈴木克美
ぼくたちのいえはどこ？（南）
　　　　･･･････････････････アレクシス・ディーコン
ドラキュラ（南）････････････････ブラム・ストーカー

広
報
し
も
つ
け　

24
･
４
月
号

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
24
部
】
３
支
団
、
８
分
団
、
24
部
あ
り
ま
す
。
女
性
消
防
団
員
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。
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寄

付

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た

　

こ
の
た
び
、浜
野
キ
ヨ
様（
上

三
川
町
）
よ
り
、
金
50
万
円
の

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

小
山
農
業
協
同
組
合
（
代
表

鈴
木
喜
代
志
氏
）
か
ら
図
書
カ

ー
ド
1
0
0
枚
（
５
万
円
）
の

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、
Ｊ
Ａ
お

や
ま
管
内
の
各
小
学
校
へ
配
付

し
ま
し
た
。

　

こ
の
図
書
カ
ー
ド
は
、
Ｊ
Ａ

お
や
ま
産
地
確
立
事
業
と
し
て

四
季
菜
（
石
橋
）
及
び
国
分
寺

農
産
物
直
売
所
に
設
置
さ
れ
た

投
函
箱
に
お
買
い
あ
げ
レ
シ
ー

ト
を
投
函
し
て
い
た
だ
き
、
合

計
金
額
に
応
じ
図
書
カ
ー
ド
と

し
て
還
元
さ
れ
た
も
の
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
総
務
課

　

☎（
52
）１
１
１
７

イ
ベ
ン
ト

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は

グ
リ
ム
の
里
へ

移
動
動
物
園

　

今
年
は
ワ
ン
ワ
ン
シ
ョ
ー
と

大
型
遊
具
、
フ
ァ
フ
ァ
が
や
っ

て
き
ま
す
。

●
日　

時　
　

５
月
４
日
㈮　

　

午
前
10
時
か
ら

●
場　

所　

グ
リ
ム
の
森

●
参
加
料　

無
料

フ
ァ
ミ
リ
ー
映
画
劇
場

　

親
子
で
楽
し
め
る
映
画
を
上

映
し
ま
す
。

●
日　

時　

５
月
５
日
㈯

　

①
午
前
10
時

　

②
午
後
１
時
30
分

●
場　

所

　

グ
リ
ム
の
館
多
目
的
ホ
ー
ル

●
入
場
料　

無
料

●
そ
の
他　

　

４
月
８
日
㈰
よ
り
グ
リ
ム
の

館
で
配
付
す
る
整
理
券
が
必
要

で
す
。

と
び
だ
せ
！ 

お
は
な
し

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

〜
グ
リ
ム
ど
う
わ
編
〜

　

童
話
の
国
か
ら
ゆ
か
い
な
仲

間
が
飛
び
出
す
ぞ
！

　

歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
楽
器
を

演
奏
し
た
り
…

　

愉
快
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で

グ
リ
ム
童
話
の
世
界
を
お
届
け

し
ま
す
。

　

い
っ
し
ょ
に
歌
っ
て
、
手
拍

子
し
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加

し
て
ね
！

　

小
さ
な
お
子
さ
ま
か
ら
大
人

ま
で
、
み
ん
な
で
楽
し
む
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。

●
日　

時

　

５
月
６
日
㈰

　

午
後
２
時
開
演

●
場　

所

　

グ
リ
ム
の
館
多
目
的
ホ
ー
ル

●
入
場
料　

無
料

●
そ
の
他

　

グ
リ
ム
の
館
で
配
付
し
て
い

る
整
理
券
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

グ
リ
ム
森
・
グ
リ
ム
の
館

　

☎（
52
）１
１
８
０

下
野
市
ふ
れ
あ
い
館
で

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

　

毎
月
第
３
日
曜
日
は
、「
ふ

れ
あ
い
館
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

の
日

●
場　

所　

　

下
野
市
ふ
れ
あ
い
館

●
開
催
日
時　

４
月
15
日
㈰

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

●
規　

模　

手
持
ち
出
店
の
み

●
受
付
期
間

　

４
月
２
日
㈪
か
ら
13
日
㈮

●
受
付
方
法

　

メ
ー
ル
か
電
話
で
出
店
の
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

電
話
の
場
合
は
、
土
・
日
曜

日
及
び
祝
日
を
除
く
午
前
８
時

30
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　

メ
ー
ル
の
場
合
は
、
お
名
前
、

フ
リ
ガ
ナ
、
ご
住
所
、
自
宅
電

話
番
号
、
携
帯
電
話
番
号
を
記

入
の
う
え
、「
４
月
15
日
フ
リ

マ
参
加
希
望
」
と
明
記
し
て
送

信
し
て
く
だ
さ
い
。

hureai@
city.shim

otsuke.
lg.jp●

参
加
費　

５
０
０
円
（
１
団

体
若
し
く
は
個
人
で
２
区
画
ま

で　

１
区
画
：
約
１
７
０
㎝ 

×
２
９
０
㎝
）

※
雨
天
中
止
と
な
り
ま
す
。
中

止
の
決
定
は
、
午
前
８
時
30
分

くらしの情報

広
報
し
も
つ
け　

24
･
４
月
号

広
報
紙
な
ど
と
同
様
に
市
の
情
報
が
テ
レ
ビ
か
ら
も
見
ら
れ
ま
す
が
、
ど
こ
の
テ
レ
ビ
局
か
？

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

問
２　
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●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ふ
れ
あ
い
館

　

☎（
47
）１
１
２
６

　

〒
3
2
3
-0
1
0
1

　

下
野
市
三
王
山
６
９
８
番
地
５

第
３
回
み
ん
な
で
遊
ぼ
う

Ｉ
Ｎ
い
し
ば
し

　

し
も
つ
け
地
域
活
性
化
委
員

会
で
は
、
子
ど
も
と
地
域
の
皆

さ
ん
が
参
加
で
き
る
、
ふ
く
べ

細
工
の
展
示
・
教
室
、
模
擬
店

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。

●
日　

時

　

５
月
３
日
（
金
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時

　
（
雨
天
時
は
４
日
に
延
期
）

●
場　

所

　

大
松
山
公
園

　
　
　
　
　

ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場

●
問
い
合
わ
せ
先

　

し
も
つ
け
地
域
活
性
化
委
員

会
　

委
員
長　

小
島　

和
吉

　

☎（
53
）０
２
１
５

お
知
ら
せ

平
成
24
年
度
か
ら
個
人
の
市

県
民
税
及
び
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
の
「
前
納
報
奨

金
」
が
廃
止
に
な
り
ま
す

　

前
納
報
奨
金
制
度
は
廃
止
し

ま
す
が
、
今
ま
で
ど
お
り
納
付

書
、
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
る

全
期
前
納
（
一
括
納
付
）
は
で

き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
早

期
納
税
に
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
を

さ
れ
て
い
る
方
で
、
全
期
前
納

か
ら
期
別
納
付
に
切
り
替
え
を

お
考
え
の
方
は
、
お
手
数
で
す

が
、
別
途
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
税
務
課
収
納
グ

ル
ー
プ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
☎（
40
）５
５
５
４

聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方

の
た
め
の
メ
ー
ル
通
報
シ

ス
テ
ム
を
紹
介
し
ま
す

　

聴
覚
障
が
い
者
の
あ
る
方

が
、
緊
急
の
事
件
・
事
故
や
火

災
・
急
病
が
あ
っ
た
際
、
警
察
署

（
１
１
０
番
）や
消
防
署
（
１
１
９

番
）
へ
Ｅ
メ
ー
ル
で
通
報
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

消
防
署
用
の
メ
ー
ル
１
１
９
番
の

み
事
前
の
登
録
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご
利
用
を
希
望
さ

れ
る
方
は
社
会
福
祉
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
１
１
０
番（
警
察
署
用
）

●
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

m
110.tochigi.police@

aioros.ocn.ne.jp

●
通
報
の
際
、
お
知
ら
せ
い
た

だ
き
た
い
ポ
イ
ン
ト

・ 

事
案
名
（
交
通
事
故
、
盗
難

な
ど
）

・ 

場
所
（
現
在
い
る
場
所
の
住

所
、目
標
と
な
る
施
設
な
ど
）

・
発
生
時
間（
何
分
前
か
な
ど
）

・ 
犯
人
の
人
数
、
服
装
、
逃
走

方
向
、
車
両
ナ
ン
バ
ー
な
ど

・ 

あ
な
た
の
氏
名
、
住
所
、
性

別
、
負
傷
の
有
無
な
ど

メ
ー
ル
１
１
９
番（
消
防
署
用
）

●
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

社
会
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
通
報
の
際
、
お
知
ら
せ
い
た

だ
き
た
い
ポ
イ
ン
ト

・
火
事
か
救
急
か

・ 

発
生
現
場
と
近
く
の
目
標
物

な
ど

・ 

現
在
の
状
況
（
何
が
燃
え
て

い
る
、
ど
こ
が
痛
い
な
ど
）

・ 

あ
な
た
の
氏
名
、
年
齢
、
性
別

　

メ
ー
ル
を
受
信
す
る
と
、
返

信
メ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
す
の
で

必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
返

信
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、

近
く
の
人
に
助
け
を
求
め
る
な

ど
の
手
段
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
Ｅ
メ
ー
ル
以
外
に
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
も
緊
急
通
報
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
１
１
０
番

　

1
2
0
-8
3
4
-1
1
0

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
１
１
９
番

　

（
53
）６
８
５
３

●
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
２

　

（
52
）１
１
３
７

　

syakaifukusi@
city.

　

shim
otsuke.lg.jp

家
族
介
護
者
交
流
会
の

お
知
ら
せ

　

家
族
介
護
者
の
方
の
心
身
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
る
た
め
、

交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日　

時　

4
月
25
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

●
場　

所

　

ゆ
う
ゆ
う
館　

調
理
室

●
内　

容

　

お
花
見
＆
ち
ら
し
寿
司
作
り

●
対
象
者

・ 

現
在
実
際
に
介
護
を
し
て
い

る
方

・ 

過
去
１
年
以
内
に
介
護
を
し

て
い
た
方

●
参
加
費　

１
０
０
円

●
持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル

●
定　

員　

20
名

※
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

※ 

最
寄
り
の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

い
し
ば
し

　

☎（
51
）０
６
３
３

　

こ
く
ぶ
ん
じ

　

☎（
43
）１
２
２
９

　

み
な
み
か
わ
ち

　

☎（
44
）３
０
０
２

都
市
計
画
下
水
道
の
変
更
案
の

縦
覧
延
期
に
つ
い
て

　

３
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
、
宇
都
宮
都
市
計
画
下
水
道

の
変
更
案
の
縦
覧
が
延
期
に
な

くらしの情報

広
報
し
も
つ
け　

24
･
４
月
号

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
と
ち
ぎ
テ
レ
ビ
】
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
あ
わ
せ
て
リ
モ
コ
ン
の
「
ｄ
」
ボ
タ
ン
を
押
し
て
く
だ
さ
い
！
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くらしの情報

り
ま
し
た
。

　

今
後
の
日
程
に
つ
き
ま
し
て

は
、
決
ま
り
次
第
、
広
報
等
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

下
水
道
課

　

☎（
48
）２
１
２
３

道
路
に
樹
木
が
張
り
出

し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

敷
地
か
ら
道
路
上
に
樹
木
の

枝
が
伸
び
て
、
車
道
や
歩
道
を

覆
っ
て
い
る
光
景
が
良
く
み
か

け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
道
路
上
に
伸
び
た
枝

は
、
車
の
運
転
者
や
歩
行
者
の

視
界
を
遮
り
、
通
行
の
妨
げ
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
倒
木
な
ど
に
よ
っ
て
、

思
わ
ぬ
事
故
を
招
き
、
地
主
が

管
理
責
任
を
問
わ
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

伸
び
す
ぎ
た
枝
は
剪
定
す
る

な
ど
、
適
正
な
管
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課
☎（
48
）２
１
１
３

市
道
の
認
定
路
線
番
号

が
変
更
に
な
り
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
各
種
申
請
に

使
用
す
る
路
線
番
号
は
新
路
線

番
号
に
な
り
ま
す
の
で
ご
留
意

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課
☎（
48
）２
１
１
３

か
ん
ぴ
ょ
う
い
っ
ぱ
い

給
食
献
立
入
賞
者

あ
な
た
の
考
え
た｢

か
ん
ぴ
ょ

う
献
立｣

が
給
食
に
な
り
ま
す
！

　

平
成
24
年
（
２
０
１
２
年
）

は
か
ん
ぴ
ょ
う
伝
来
３
０
０
周

年
と
な
る
こ
と
か
ら
、
学
校
給

食
を
通
し
て
、
下
野
市
で
栽
培

さ
れ
て
い
る
農
産
物
へ
の
関
心

と
理
解
を
深
め
る
た
め
、
特
産

物｢

か
ん
ぴ
ょ
う｣

を
使
っ
た

給
食
献
立
を
市
内
の
小
中
学
生

か
ら
募
集
し
ま
し
た
。

　

全
16
校
か
ら
１
，４
１
６
点

の
応
募
が
あ
り
、
下
野
市
学
校

栄
養
士
会
、
下
野
市
食
育
推
進

運
営
委
員
会
の
審
査
を
経
て
、

各
月
の
入
選
献
立
が
決
定
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
献
立
は
、
４

月
か
ら
毎
月
１
回｢

し
も
つ
け

い
っ
ぱ
い
デ
ー
給
食｣

に
登
場

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課

　

☎（
52
）１
１
１
８

優
良
運
転
者
表
彰

受
付
の
お
知
ら
せ

　

優
良
運
転
者
の
定
期
表
彰
を

行
い
ま
す
の
で
、
次
の
基
準
を

満
た
し
表
彰
を
希
望
さ
れ
る
方

は
生
活
安
全
課
（
国
分
寺
庁
舎

２
階
）
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
条
件

① 

左
記
の
免
許
取
得
期
間
内
に

自
動
車
（
原
付
・
小
特
・
二

輪
免
許
を
含
む
）
の
運
転
免

許
を
取
得
し
た
方

② 

過
去
２
年
以
内
（
平
成
22
年

４
月
１
日
以
降
）
に
交
通
関

係
法
令
違
反
の
な
い
方
（
た

だ
し
、
３
点
以
下
の
軽
微
な

違
反
１
回
は
除
く
）

③ 

過
去
に
交
通
安
全
功
労
者
ま

た
は
優
良
運
転
者
と
し
て
緑

十
字
銅
章
以
上
の
表
彰
を
受

け
て
い
な
い
こ
と

④
下
野
市
民

●
申
込
期
限　

４
月
25
日
㈬

●
申
請
に
必
要
な
も
の

　

①
印
鑑
②
運
転
免
許
証
③
運

転
記
録
証
明
書
交
付
代
６
３
０

円
（
な
る
べ
く
つ
り
銭
の
な
い

よ
う
ご
協
力
願
い
ま
す
。）

※ 

証
明
書
交
付
代
は
、
返
却
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

　

表
彰
該
当
者
に
つ
き
ま
し
て

は
11
月
頃
に
通
知
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
安
全
課

　

☎（
40
）５
５
５
５

実施月 氏　　名 献　立　名

４月 田中 亮成さん
（古山小１年）

｢はるのウキウキ中華
ランチ｣

５月 本田 愛さん
（石小３年） ｢かんぴょう親子どんどん｣

６月 佐間田 樹さん
（国小５年）

｢なんちゃって
かんぴょうパスタ｣

７月 吉葉 美李さん
（古山小３年） ｢夏をのりこえる給食｣

９月 鱒渕 莉菜さん
（祇園小２年）

｢あついなつ
さっぱりメニュー｣

10月 生井 龍希さん
（国中１年）

｢かんぴょういっぱい
からあげ給食｣

11月 浅香 慶伸さん
（石北小２年）

｢かんぴょう入り
すき焼き｣

12月 金子 真宇さん
（国小６年）

｢かんぴょうたっぷり
冬のあったか給食｣

１月 臼井 侍人さん
（石小１年） ｢かんぴょうごはん｣

２月 遠藤 萌さん
（国東小１年） ｢しもつけのさと｣

３月 西本 彩香 さん
（石中１年） ｢かんぴょうづくし｣

■表彰区分・対象者

表　彰　区　分 免許取得期間（以下の
期間に取得した方）　

栃木県
警察本部長・
栃木県
交通安全協会長
表　彰

20年
表彰

平成３年４月１日から
平成４年３月31日まで

30年
表彰

昭和56年４月１日から
昭和57年３月31日まで

40年
表彰 昭和47年３月31日以前

下野警察署長・
下野地区
交通安全協会長
表　彰

５年
表彰

平成18年４月１日から
平成19年３月31日まで

10年
表彰

平成13年４月１日から
平成14年３月31日まで

15年
表彰

平成８年４月１日から
平成９年３月31日まで

※ 普通・二輪・原付・小特など現在お持ちの
免許でもっとも古いものの取得日が起点に
なります。
　 運転期間が表彰区分に該当していれば表彰
の対象になります。

広
報
し
も
つ
け　

24
･
４
月
号

下
野
市
に
は
、
国
の
指
定
を
受
け
た
史
跡
が
３
か
所
あ
る
？

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

問
３　



つなごう 心　結ぼう 絆　34

平
成
25
年
歌
会
始
め
の

お
題

　

宮
内
庁
か
ら
平
成
25
年
歌
会

始
め
の
お
題
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
詠
進
歌
は
、
お
題
を
詠
み

込
ん
だ
自
作
の
短
歌
で
一
人
一

首
と
し
、
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。

●
お
題

　
「
立（
り
つ
）」と
定
め
ら
れ
ま

し
た
。「
立
志
」、「
立
春
」
の

よ
う
な
熟
語
や
、「
立
つ
」、「
立

ち
上
が
る
」
の
よ
う
に
訓
読
し

て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

●
詠
進
の
期
間

　

９
月
30
日
㈰
と
し
、
郵
送
の

場
合
は
消
印
有
効
と
し
ま
す
。

●
郵
送
の
あ
て
先

　
「
〒
１
０
０
-８
１
１
１　

宮

内
庁
」
と
し
、
封
筒
に
「
詠
進

歌
」
と
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

詠
進
歌
は
小
さ
く
折
っ
て
封
入

し
て
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

●
詠
進
要
領

　

総
合
政
策
課
の
他
、
宮
内
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（

http://www.
kunaicho.go.jp/

）か
ら
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課

　

☎（
40
）５
５
５
０

協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率

が
変
わ
り
ま
す

　

中
小
企
業
等
で
働
く
方
や
そ

の
ご
家
族
が
加
入
し
て
い
る
健

康
保
険
「
協
会
け
ん
ぽ
栃
木
支

部
」
の
健
康
保
険
料
率
が
、
平

成
24
年
４
月
納
付
分
よ
り
現
行

の
９
・
47
％
か
ら
９
・
55
％
に
、

介
護
保
険
料
率
が
１
・
51
％
か

ら
１
・
55
％
へ
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

よ
り
詳
し
い
内
容
は

http:
//w
w
w
.kyoukaikenpo.or.jp/

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

全
国
健
康
保
険
協
会
栃
木
支

部
（
協
会
け
ん
ぽ
）

☎
0
2
8
-6
1
6
-1
6
9
1

募

集

し
も
つ
け
市
民
芸
術
文
化
祭

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す

●
活
動
内
容

　

し
も
つ
け
市
民
芸
術
文
化
祭

の
運
営
に
必
要
な
企
画
及
び
実

施
等

●
委
員
構
成

　

市
文
化
協
会
や
関
係
機
関
・

団
体
、
公
募
に
よ
る
委
員
で
構

成●
任　

期

　

平
成
25
年
３
月
末
ま
で

●
報
酬
等

　

報
酬
、
旅
費
等
支
給
無

●
応
募
資
格

① 

市
内
に
住
所
を
有
し
20
歳
以

上
の
方

② 

文
化
芸
術
活
動
や
ま
ち
づ
く

り
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
実
施
に

つ
い
て
、
実
績
経
験
の
あ
る

方
●
応
募
人
員　

３
名
程
度

●
応
募
方
法

　

文
化
課
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
し
た
応
募

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

文
化
課
へ
提
出
（
郵
送
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
等
可
）

●
申
込
期
限　

５
月
１
日
㈫

●
選　

考

　

書
類
審
査
で
決
定
し
、
結
果

は
本
人
あ
て
に
郵
送
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

文
化
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

　

下
野
市
教
育
委
員
会
文
化
課

　
（
下
野
市
役
所
石
橋
庁
舎
２
階
）

　

〒
3
2
9
-0
5
9
4

　

下
野
市
石
橋
５
５
２
番
地
4

　

☎（
52
）１
１
２
０

　

（
52
）２
６
２
４

下
野
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
運
営
協
議
会
の
委

員
を
公
募
し
ま
す

●
委
員
会
の
内
容

　

市
内
３
か
所
に
あ
る
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ

い
て
、
必
要
な
事
項
の
調
査
・

協
議
を
行
い
ま
す
。

●
委
員
の
任
期

　

３
年

　
（
平
成
26
年
３
月
末
ま
で
）

●
会
議
開
催
回
数

　

年
２
回
程
度

●
報　

酬

　

日
額
８
，０
０
０
円

（
※
委
員
長
は
９
，０
０
０
円
）

●
応
募
資
格

１ 

下
野
市
に
住
所
を
有
す
る
介

護
保
険
被
保
険
者

２ 

下
野
市
で
設
置
す
る
他
の
審

議
会
等
の
委
員
で
な
い
方

３ 

平
日
開
催
さ
れ
る
会
議
に
出

席
で
き
る
方

４ 

任
期
中
継
続
で
き
る
方

５ 

国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
議

員
及
び
職
員
で
な
い
方

●
募
集
人
数

　

４
名

●
応
募
方
法

　

高
齢
福
祉
課
で
配
付
の
応
募

用
紙
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
取
得
し
た
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
は
郵

送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
で

も
結
構
で
す
。
な
お
、
応
募
用

紙
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

●
応
募
期
限

　

４
月
18
日
㈬
午
後
５
時
ま
で

（
た
だ
し
、
郵
送
に
よ
る
場
合

は
当
日
消
印
有
効
）

●
選
考
結
果

　

選
考
の
結
果
は
応
募
者
全
員

に
通
知
し
ま
す
。

●
そ
の
他

　

当
委
員
会
は
、
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
運
営
委
員
会
委
員
も

兼
務
し
、
介
護
保
険
法
に
基
づ

き
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
事
業
所
の
指
定
、
指

導
等
の
協
議
を
行
い
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
3
2
9
-0
5
0
2

　

下
野
市
下
古
山
１
２
２
０
番
地

　

下
野
市
高
齢
福
祉
課

　

高
齢
福
祉
グ
ル
ー
プ

　

☎（
52
）
１
１
１
５

　

（
52
）３
７
１
２

　

koureifukushi@
city.

　

shim
otsuke.lg.jp

くらしの情報

広
報
し
も
つ
け　

24
･
４
月
号

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
×
】
４
か
所
。
１.

下
野
薬
師
寺
跡
、
２.

下
野
国
分
寺
跡
、
３.

下
野
国
分
尼
寺
跡
、
４.

小
金
井
一
里
塚
で
す
。
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平
成
24
年
度
親
子
教
室

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ
！

　

児
童
館
で
は
年
間
を
通
し
て

親
子
教
室
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
年
も
リ
ズ
ム
あ
そ
び
・

製
作
・
季
節
の
行
事
な
ど
親
子

が
楽
し
く
触
れ
あ
う
遊
び
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
・
保
育
園
へ
の
入
園

前
の
ひ
と
時
を
少
し
で
も
お
手

伝
い
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

親
子
で
触
れ
あ
い
な
が
ら
、
一
緒

に
子
育
て
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

●
国
分
寺
東
児
童
館
（
ひ
よ
こ

教
室
）、
国
分
寺
駅
西
児
童
館

（
バ
ン
ビ
教
室
）

▼
対
象
者

　

１
歳
６
か
月
〜
３
歳
の
親
子

▼
実
施
日

　

第
２
・
第
４
の
火
曜
日

▼
定
員　

各
児
童
館
15
組

▼
募
集
期
間

　

4
月
10
日
㈫
〜
17
日
㈫

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

国
分
寺
東
児
童
館

　

☎（
44
）２
６
０
４

　

国
分
寺
駅
西
児
童
館

　

☎（
44
）０
７
８
６

●
石
橋
児
童
館

・
な
か
よ
し
広
場

▼
対
象
者　

　

２
・
３
歳
児
の
親
子

▼
実
施
日

　

第
２
・
第
４　

火
曜
日
コ
ー

ス
、
木
曜
日
コ
ー
ス

▼
定
員　

各
コ
ー
ス
20
組

・
ふ
れ
あ
い
広
場

▼
対
象
者　

　

１
歳
児
の
親
子

▼
実
施
日

　

第
１
・
第
３
火
曜
日

▼
定
員　

20
組

▼
募
集
期
間

　

４
月
10
日
㈫
〜
17
日
㈫

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

石
橋
児
童
館　

　

☎（
52
）１
１
２
９

●
南
河
内
児
童
館
（
の
び
の
び

ひ
ろ
ば
）

▼
対
象
者

　

0
歳
〜
3
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の

親
子

▼
実
施
日

　

4
月
11
日
㈬
〜
毎
週
水
曜
日

▼
参
加
自
由

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

南
河
内
児
童
館

　

☎（
44
）８
４
２
０

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
の
会
員
募
集

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
と
は
、
子
育
て
の
援

助
を
受
け
た
い
「
依
頼
会
員
」

と
援
助
を
行
う
「
提
供
会
員
」

に
よ
る
、
子
育
て
を
支
え
あ
う

会
員
組
織
で
す
。
セ
ン
タ
ー
で

は
会
員
募
集
を
随
時
行
っ
て
い

ま
す
。

・ 

依
頼
会
員
…
下
野
市
に
在
住

又
は
在
勤
者
で
、
生
後
６
か

月
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
の

子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
方

・ 

提
供
会
員
…
下
野
市
内
に
在

住
し
、
心
身
と
も
に
健
康
で

積
極
的
に
援
助
活
動
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
20
歳
以
上
の

方
（
提
供
会
員
は
左
記
の
研

修
会
を
受
講
し
て
い
た
だ
き

ま
す
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
研
修
会
の
お
知
ら
せ

　

セ
ン
タ
ー
で
は「
提
供
会
員
」

（
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
が
で

き
る
方
）
に
な
る
た
め
、
研
修

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

〇
基
礎
研
修
会

・
日
時

　

４
月
18
日
㈬
、
５
月
17
日
㈭

　

６
月
15
日
㈮

・
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

・
会
場　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

ゆ
う
ゆ
う
館

・
参
加
費　

無
料

・
定
員　

10
名
程
度

・
申
し
込
み　

随
時
受
付

　

基
礎
研
修
会
の
他
に
、
実
習

を
行
い
ま
す
。
日
程
や
時
間
は

人
数
に
よ
り
調
整
し
ま
す
。

○
学
童
保
育
室
実
習
２
時
間

○
保
育
所
実
習
３
時
間

○
普
通
救
命
講
習
３
時
間

（
各
実
習
１
回
ず
つ
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ゆ
う
館
内
）

　

☎（
44
）１
１
７
６

「
イ
リ
マ
レ
イ
ア
ロ
ハ
国
分
寺
」

会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　

フ
ラ
ダ
ン
ス
は
一
見
優
雅
で

す
が
、
実
は
と
て
も
運
動
量
が

多
い
踊
り
で
す
。
健
康
に
も
ダ

イ
エ
ッ
ト
に
も
良
い
フ
ラ
ダ
ン

ス
を
、
私
た
ち
と
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん

の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　

横
山
玉
枝
☎（
44
）１
５
１
２

わ
ん
ぱ
く
相
撲
小
山
場
所

参
加
者
募
集

〜
目
指
せ
！
両
国
国
技
館
〜

●
募
集
対
象

　

 

４
月
か
ら
小
学
３
・
４
・
５
・

６
年
生
に
な
る
男
女

●
開
催
日
時

　

 

６
月
10
日
㈰　

午
前
９
時
受

付
、
午
前
10
時
開
会

●
開
催
場
所

　

 

栃
木
県
立
県
南
体
育
館
（
小

山
市
大
字
外
城
３
７
１-

１
）

●
参
加
費　

無
料

●
募
集
期
間

　

４
月
１
日
㈰
〜
25
日
㈬

●
募
集
方
法

①
電
話
に
よ
る
申
し
込
み

② 

参
加
申
込
書
を
各
小
学
校
に

配
付
し
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら

か
ら
も
受
付
し
ま
す
。

●
そ
の
他

　

４
・
５
・
６
年
生
の
部
で
優
勝

し
た
男
子
は
、
７
月
29
日
㈰
に

両
国
国
技
館
で
行
わ
れ
る
、
わ

ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会
に
出
場

で
き
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

わ
ん
ぱ
く
相
撲
実
行
委
員
会

磯
島
☎
０
９
０-

７
０
０
０-

０
１
５
２

くらしの情報

広
報
し
も
つ
け　

24
･
４
月
号

上
古
山
地
区
に
あ
っ
た
文
殊(

も
ん
じ
ゅ)

山
古
墳
か
ら
中
国
製
の
青
銅
鏡
が
出
土
し
て
い
る
？

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

問
４
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平
成
24
年
度
臨
時
職
員（
保

育
士
）を
公
募
し
ま
す

●
応
募
資
格

　

保
育
士
証
を
お
持
ち
の
方

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
賃
金
等

　

時
給
１
，０
０
０
円（
通
勤
割

増
賃
金
・
時
間
外
勤
務
手
当

有
）、
社
会
保
険
加
入

●
勤
務
日
・
勤
務
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
７
時
〜
午
後
７
時
の
う

ち
７
時
間
45
分
（
休
憩
時
間
60

分
）

　

週
５
日
勤
務
・
日
・
祝
日
休
み

　

土
曜
勤
務
・
時
間
外
勤
務
有

●
勤
務
先　

市
立
保
育
園

●
応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼

付
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
保
育
士
証
の
写
し
を
添
付
の

こ
と
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
3
2
9
-0
5
9
4

　

下
野
市
石
橋
５
５
２
番
地
４

　

下
野
市
児
童
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
４

　

（
52
）１
１
３
７

　

jidoufukushi@
city.

　

shim
otsuke.lg.jp

下
野
市
の
水
の
名
づ
け

親
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　

下
野
市
で
は
、
災
害
備
蓄
及

び
市
の
Ｐ
Ｒ
用
の
た
め
に
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
（
５
０
０
㎖
）
入
り

の
「
下
野
市
の
水
」
を
今
年
の

夏
に
製
造
す
る
予
定
で
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、「
下
野
市

の
水
」
に
相
応
し
い
名
称
を
市

民
の
皆
様
か
ら
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
期
間　

４
月
２
日
㈪
か

ら
５
月
10
日
㈭
ま
で

●
応
募
方
法

　

水
道
課
持
参
、
郵
送
、
メ
ー

ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

●
応
募
資
格

　

下
野
市
に
住
ん
で
い
る
方
ま

た
は
通
勤
通
学
を
し
て
い
る
方

●
応
募
用
紙

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
、
水
道
庁
舎

窓
口
、
各
庁
舎
市
民
課
窓
口
に

あ
り
ま
す
。

●
決
定
方
法

　

下
野
市
の
水
選
考
委
員
会
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

●
賞　

品

　

採
用
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
す
。

●
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先

　

水
道
課

　

〒
3
2
9
-0
4
3
1

　

下
野
市
薬
師
寺
1
9
4
9

　

☎（
48
）２
１
２
１　

　

（
48
）０
１
９
４　
　

　

suidou@
city.shim

otsuke.

　

lg.jp地
元
の
食
材
を
加
工
し
て
販

売
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

南
河
内
農
産
物
加
工
組
合
で

は
、
地
元
食
材
を
利
用
し
た
加

工
品
の
販
売
や
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
参
加
な
ど
の
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
食
品
加
工
に
興
味

の
あ
る
方
、
少
し
の
時
間
働
き

た
い
と
い
う
方
、
交
流
の
輪
を

広
げ
た
い
方
な
ど
、
興
味
の
あ

る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
採
用
要
件

・ 

自
動
車
普
通
免
許
を
お
持
ち

の
方
（
配
達
業
務
が
あ
り
ま

す
）

・ 
年
齢
65
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
方

・
明
る
く
・
健
康
な
方

●
問
い
合
わ
せ
先

・
南
河
内
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー

　

☎（
48
）２
５
１
１

（
代
表　

横
島
真
澄
）

・
農
政
課
☎（
48
）２
１
４
３

自
治
医
科
大
学
と
ち
ぎ
子
ど

も
医
療
セ
ン
タ
ー
や
家
族
の

滞
在
施
設
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
ま
せ
ん
か
？

　

平
成
18
年
９
月
に
病
院
が

オ
ー
プ
ン
し
て
５
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
や
家
族

の
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
お
手
伝
い
い
た
だ
く
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

●
内　

容

① 

外
来
者
の
案
内
、
病
棟
で
病

棟
行
事
の
お
手
伝
い
、
学
習

補
助
な
ど
（
病
院
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
：
平
日
昼
間
）

② 

病
院
の
草
木
の
手
入
れ
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
（
花
咲
Ｊ
ｉ

ｉ
：
毎
月
第
３
ま
た
は
４
日

曜
日
）

③ 

入
院
患
児
の
家
族
の
滞
在
施

設
の
運
営
補
助（
ド
ナ
ル
ド
・

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・
ハ
ウ
ス　

と
ち
ぎ
：
平
日
、土
、日
曜
日
）

●
説
明
会
開
催
日
時

　

４
月
22
日
㈰

　

午
前
10
時
〜

　

午
後
１
時
30
分
〜

　

自
治
医
科
大
学
研
修
セ
ン

タ
ー
に
て

●
問
い
合
わ
せ
先

　

①
、
②
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ

　

同
セ
ン
タ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

室　

鈴
木
☎（
58
）７
８
１
５

　

③
は
ド
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ

ル
ド
・
ハ
ウ
ス　

と
ち
ぎ

斎
藤
☎（
58
）７
５
５
１

第
５
回
下
野
市
書
道
連
盟
展

会
員
・
出
品
募
集

　

高
校
生
以
上
で
、
書
道
に
興

味
の
あ
る
方
な
ら
、
ど
な
た
で

も
入
会
で
き
出
品
が
で
き
ま
す
。

下
野
市
以
外
に
お
住
ま
い
の
方

も
歓
迎
！

※ 

年
会
費
千
円
（
高
校
生
無

料
）、
出
品
料
三
千
円

●
日　

時

　

６
月
８
日
㈮
〜
10
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

●
会　

場

　

下
野
市
グ
リ
ム
の
館

●
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
書
道
連
盟

　

☎（
48
）２
０
６
８

人
事
院
・
法
務
省

専
門
職
員
募
集

　

人
事
院
・
法
務
省
で
は
、
少

年
鑑
別
所
や
刑
事
施
設
な
ど
に

勤
務
す
る
専
門
職
員
（
矯
正
心

理
専
門
職
、
法
務
教
官
）、
地

くらしの情報

広
報
し
も
つ
け　

24
･
４
月
号

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
○
】
卑
弥
呼
の
鏡
と
し
て
有
名
な
三
角
縁
神
獣
鏡
に
似
て
い
る
鏡
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

（
県
内
で
は
三
角
縁
神
獣
鏡
は
１
点
も
出
土
し
て
い
ま
せ
ん
。）
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方
更
生
保
護
委
員
会
や
保
護
観

察
所
に
勤
務
す
る
専
門
職
員

（
保
護
観
察
官
）の
採
用
試
験
受

験
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
資
格
・
採
用
情
報

http://w
w
w
.m
d.gojp/

shikaku_Saiyo_index.htm
l

●
試
験
日

　

第
1
次
試
験
日（
筆
記
試
験
）

　

6
月
10
日
㈰

●
申
込
受
付
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

４
月
２
日
㈪
〜
12
日
㈭

・
郵
送
又
は
持
参

　

４
月
２
日
〜
同
月
３
日
㈫

　
（
３
日
ま
で
の
通
信
日
付
印

　

有
効
）

●
問
い
合
わ
せ
先
（
申
込
用
紙

の
請
求
先
）

・
東
京
矯
正
管
区
職
員
課

　
☎
0
4
8
-6
0
0
-1
5
0
2

・
関
東
地
方
更
生
保
護
委
員
会

　
☎
0
4
8
-6
0
0
-0
1
8
1

・
宇
都
宮
少
年
鑑
別
所
庶
務
課

　
☎
0
2
8
-6
4
8
-5
0
6
2

・
喜
連
川
少
年
院
庶
務
課

　
☎
0
2
8
-6
8
6
-3
0
2
0

平
成
24
年
度

警
察
官
採
用
試
験

警
察
官

・
大
学
卒
業
者
（
第
１
回
）

・
高
校
卒
業
者
等

　
（
平
成
24
年
10
月
採
用
）

●
案
内
配
付
開
始

　

３
月
16
日
㈮
〜

　
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
）

●
受
付
期
間

　

４
月
20
日
㈮
ま
で
（
４
月
12

日
㈭
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
締
切
）

●
試
験
日

　

第
１
次　

５
月
13
日
㈰

　

警
察
学
校
又
は
宇
都
宮
中
央

女
子
高
校

　

第
２
次

　

５
月
下
旬
〜
６
月
上
旬
、

　

７
月
上
旬
〜
７
月
中
旬

●
最
終
合
格
者
発
表

　

７
月
下
旬

●
受
験
資
格

・
大
学
卒
業
者
（
第
１
回
）

　

昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
者
で

⑴ 

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学

（
短
期
大
学
を
除
く
。）
を
卒

業
し
た
者
及
び
平
成
25
年
３

月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み

の
者

⑵ 

人
事
委
員
会
が
⑴
と
同
等
の

資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

・
高
校
卒
業
者
等
（
平
成
24
年

10
月
採
用
）

　

昭
和
54
年
4
月
2
日
〜
平
成

６
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
者

で
、
前
期
の
⑴
・
⑵
の
受
験
資

格
に
該
当
し
な
い
者

栃
木
県
職
員
﹇
警
察
行
政
﹈

・
大
学
卒
業
程
度

●
案
内
配
付
開
始
予
定
日

　

５
月
２
日
㈬
（
４
月
中
旬

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
予
定
）

●
受
付
期
間

　

５
月
16
日
㈮
〜
23
日
㈮
（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
締
切
５
月
16
日

㈬
）

●
試
験
日

　

第
１
次　

６
月
24
日
㈰

　

宇
都
宮
大
学

　

第
２
次

　

７
月
中
旬
〜
８
月
下
旬

●
最
終
合
格
者
発
表

　

９
月
上
旬

●
受
験
資
格

・ 

昭
和
58
年
４
月
２
日
〜
平
成

３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者
。

・ 

平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
者
で
、
学
校
教
育

法
に
基
づ
く
大
学
（
短
大
を

除
く
）
を
卒
業
し
た
者
及
び

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
者

●
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
警
察
署

　

☎（
52
）０
１
１
０

相

談

身
体
障
が
い
者
相
談
員
、知
的

障
が
い
者
相
談
員
の
ご
紹
介

　

下
野
市
で
は
、
障
が
い
者
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、

障
が
い
の
あ
る
方
や
そ
の
家
族

の
方
を
対
象
と
し
た
相
談
事
業

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

こ
の
た
び
身
近
な
地
域
に
お
い

て
も
気
軽
に
ご
相
談
い
た
だ
け

る
よ
う
、
身
体
障
が
い
者
・
知

的
障
が
い
者
相
談
員
と
し
て
次

の
方
に
お
願
い
し
ま
し
た
の
で

ご
紹
介
し
ま
す
。
最
も
身
近
に

い
る
地
域
の
相
談
員
に
な
り
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
身
体
障
が
い
者
相
談
員

○
青
柳　

俊
三

　

上
古
山
１
５
０
２
―
１
６

　

☎（
51
）１
３
２
６

　
（
フ
ァ
ッ
ク
ス
）

○
山
本　

隆

　

小
金
井
２
７
５
８
―
５

　

☎（
44
）２
４
８
２

○
伊
澤　

和
男

　

祇
園
３
-２
-３

　
☎
０
９
０
-７
８
４
３
-７
０
３
３

●
知
的
障
が
い
者
相
談
員

○
大
林　

良
子

　

上
古
山
８
―
５

　

☎
（
53
）
８
３
４
１

○
倉
持　

い
づ
み

　

小
金
井
１
２
１

　

☎（
44
）０
６
１
６

○
大
家　

薫

　

緑
３
-23
-１

　

☎（
44
）３
３
７
０

●
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
２

行
政
書
士
専
門
相
談

●
日　

時

　

４
月
26
日
㈭

　

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

●
場　

所

　

ゆ
う
ゆ
う
館　

会
議
室
２

●
事
前
予
約
が
必
要
で
す

　

定
員
４
名

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

行
政
書
士
会
小
山
支
部

　

高
山　

久

　

☎（
53
）１
６
７
２

くらしの情報

広
報
し
も
つ
け　

24
･
４
月
号

１
日
の
理
想
的
な
果
物
の
量
は
？　

①
み
か
ん
５
個　

②
バ
ナ
ナ
１
本　

③
り
ん
ご
１
個

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

問
５　
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男 女
共 同
参 画
社 会

くらしの情報

ジ ェ ン ダ ー チ ェ ッ ク ！

太
陽
光
発
電
の

訪
問
販
売
契
約
に
要
注
意
！ 

　

訪
問
販
売
で
、「
今
だ
け
」「
特

別
に
」「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
価
格
」

と
説
明
を
し
、
契
約
を
促
す
業

者
が
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
モ
ニ
タ
ー
特
典
」と

称
し
、
業
者
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
代

金
立
替
を
す
る
こ
と
に
よ
り
安

堵
感
を
持
た
せ
、
業
者
が
モ
ニ

タ
ー
料
金
を
振
り
込
む
こ
と
を

約
束
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

業
者
が
倒
産
に
陥
り
約
束
内
容

が
守
ら
れ
な
い
。
こ
う
し
た
内

容
は
、
他
人
ご
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
事
業
者
の
説
明
を
鵜
呑

み
に
せ
ず
、
発
電
量
や
売
電
量

の
情
報
収
集
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　

☎（
44
）4
8
8
3

　

国
分
寺
庁
舎
2
階

　

生
活
安
全
課
内

●
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日

　
（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

●
栃
木
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

電
話
相
談
は
土
曜
日
の
み

　

☎
0
2
8
-6
2
5
-2
2
2
7

まずは相談

下
野
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

市
民
意
識
調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

男
女
平
等
意
識
の

高
ま
り

　

下
野
市
で
は
『
下
野
市
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
〜
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
し
も
つ
け
〜
』（
計
画
期

間
：
平
成
20
〜
27
年
度
）
に
基

づ
い
て
、
男
女
の
自
立
と
共
同

参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
施

策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

計
画
策
定
時
（
平
成
19
年
）

に
実
施
し
た
市
民
意
識
調
査
と

比
較
し
て
、
市
民
の
皆
様
の
意

識
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い

る
か
、
ま
た
、
計
画
を
受
け
て

実
施
さ
れ
た
市
の
施
策
が
意
識

変
化
に
ど
の
程
度
の
影
響
を
与

え
た
か
を
検
証
す
る
た
め
、
男

女
共
同
参
画
に
対
す
る
ご
意
見

等
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　
『
下
野
市
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
』
で
は
、
３
つ
の
基
本
目

標
を
掲
げ
事
業
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
、「
基
本
目
標
Ⅰ　

互
い
に
思
い
や
る
人
権
の
尊
重

と
男
女
共
同
参
画
の
意
識
づ
く

り
」
に
お
け
る
調
査
結
果
の
一

部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

調
査
の
概
要

●
調
査
対
象

　

18
歳
以
上
の
下
野
市
民
２
，０
０
０
人

（
男
性
１
，０
０
０
人
、女
性
１
，
０
０
０

人
）

●
調
査
方
法

　

郵
送
に
よ
る
配
布
・
回
収

●
調
査
時
期　

平
成
23
年
９
月

●
回
収
率　

35
・
５
％

調
査
結
果
よ
り

　
「
夫
は
外
、
妻
は
家
庭
」
と
い
う

考
え
方
は
根
強
く
残
っ
て
い
る
も
の

の
、「
賛
成
」
と
い
う
意
見
は
減
少

傾
向
で
あ
り
、
就
労
形
態
の
変
化
や

厳
し
い
経
済
状
況
が
、
固
定
的
性
別

役
割
分
担
意
識
の
解
消
に
影
響
を
与

え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
対
し
て
は
、
一
人
ひ
と
り
の
持

て
る
能
力
や
個
性
を
発
揮
で
き
る
よ

う
、
男
女
平
等
を
推
進
す
る
学
校
教

育
を
進
め
る
と
と
も
に
、
啓
発
活
動

を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

※ 

今
後
も
、
基
本
目
標
ご
と
に
調
査

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
 　

ま
た
、
調
査
結
果
の
詳
細
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.shim

otsuke.lg.jp

●
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課
☎（
40
）５
５
５
０

『夫は外で働き、妻は家庭を守るべき』
「賛成」「どちらかといえば賛成」…21.3%
「反対」「どちらかといえば反対」…28.3%
　平成19年調査では、賛成が反対を上回って
いましたが、今回は逆転した結果となりまし
た。「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」
という固定観念が薄れ、男女共同参画意識が
高まっている傾向がみられます。

『家庭における子育ての考え方』
「男女関係なく子どもの個性に応じて
    育てるのがよい」………50.3%
　「男の子は男らしく、女の子は女らしく」と
いうジェンダー意識（＊）をもつ割合は、平成19
年調査より低くなり、一人ひとりの個性を重
視する男女平等意識が高まってきています。
＊ ジェンダー意識とは…社会的・文化的につくら
れた「男らしさ」「女らしさ」のことをいいます。

賛成である　　　　　　　　　　　どちらかといえば賛成である

どちらとも言えない　　　　　　　どちらかといえば反対である

反対である　　　　　　　　　　　無回答

H23

H19

5.4%5.4% 15.9%15.9%15.9% 41.7%41.7%41.7% 17.7%17.7%17.7%
10.6%10.6%10.6%

8.7%8.7%

8.7%8.7% 21.7%21.7%21.7% 40.2%40.2%40.2% 15.9%15.9%15.9%
10.8%10.8%10.8%

2.1%2.1%

女の子も経済的自立ができるように、男の子も家事ができるように育てるのがよい

男の子は男らしく、女の子は女らしくしつけるのがよい

男女関係なく、子どもの個性に応じて育てるのがよい 　　　　無回答

H23

H19

36.9%36.9%36.9% 8.6%8.6%8.6% 50.3%50.3%50.3% 4.2%4.2%4.2%

35.8%35.8%35.8% 15.1%15.1%15.1% 47.1%47.1%47.1% 1.9%1.9%1.9%

広
報
し
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つ
け　
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
③
】
り
ん
ご
１
個
。
み
か
ん
だ
っ
た
ら
２
個
、
バ
ナ
ナ
だ
っ
た
ら
２
本
で
す
。
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き
ら
ら
館
、ゆ
う
ゆ
う
館
、

ふ
れ
あ
い
館　

休
館
日

心
配
ご
と
相
談

●
国
分
寺
会
場（
ゆ
う
ゆ
う
館
）

一
般
相
談
・
総
合
相
談

　

３
・
10
・
17
日
、
５
月
１
・

８
日
（
い
ず
れ
も
火
曜
日
）

児
童
母
子
相
談　

24
日
㈫

法
律
相
談　

12
日
㈭
※

●
石
橋
会
場
（
き
ら
ら
館
）

一
般
相
談
、
総
合
相
談

　

２
・
９
・
16
日
、
５
月
７
日

（
い
ず
れ
も
月
曜
日
）

児
童
母
子
相
談　

23
日
㈪

法
律
相
談　

５
月
10
日
㈫
※

●
南
河
内
会
場（
ふ
れ
あ
い
館
）

一
般
相
談
、
総
合
相
談

　

６
・
13
・
20
日
（
い
ず
れ
も

金
曜
日
）

児
童
母
子
相
談　

27
日
㈮

●
時　

間

　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
（
法
律
相
談
の
み
午
後
1
時

〜
4
時
30
分
）

※ 

法
律
相
談
は
事
前
に
電
話
で

の
予
約
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

☎（
43
）1
2
3
6

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

●
刃
物
研
ぎ

・
実
施
日

　

10
日
㈫

　
　

旧
石
橋
中
体
育
館
南
側

　

17
日
㈫

　
　

旧
や
す
ら
ぎ
荘

・
時　

間

　

午
前
9
時
〜
午
後
2
時

●
入
会
説
明
会
（
要
事
前
申
し

込
み
）

　

18
日
㈬

　

午
前
10
時
〜　

ふ
れ
あ
い
館

●
問
い
合
わ
せ
先

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎（
47
）1
1
2
4

お
も
ち
ゃ
の
図
書
館

　

お
も
ち
ゃ
の
図
書
館
と
は
、

ハ
ン
デ
ィ
を
も
つ
子
も
、
も
た

な
い
子
も
、
お
も
ち
ゃ
を
通
し

て
一
緒
に
遊
ぶ
場
所
で
す
。

●
日　

時

　

14
日
㈯

●
場　

所

　

南
河
内
児
童
館

●
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

☎（
43
）1
2
3
6

救急告示医療機関当番表（平成24年４月分） ●印：当番医療機関（当番時間17:00～翌日17:00）
○印：当番医療機関（当番時間17:00～翌日9:00）　

医　　療
機 関 名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

1 小 金 井
中央病院 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ●

2 石 橋
総合病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ●

3 小山整形外科内科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

4 杉村病院 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

5 光南病院 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

6 野木病院 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

医療機関名・住所・電話番号
○小金井中央病院　　下野市小金井2-4-3　☎44-7000　　○杉村病院　小山市城山町2-7-18　☎25-5533
○石橋総合病院　　　下野市石橋628　　　☎53-1134　　○光南病院　小山市乙女795-4　 　☎45-7711
○小山整形外科内科　小山市雨ヶ谷753　　☎31-1331　　○野木病院　野木町友沼5320-2　　☎0280-57-1011

きらら館　☎52-3711

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
８ ９ 10 11 12 13 14
15 16 17 18 29 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

ゆうゆう館　☎43-1231

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
８ ９ 10 11 12 13 14
15 16 17 18 29 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

ふれあい館　☎47-1126

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
８ ９ 10 11 12 13 14
15 16 17 18 29 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

くらしの情報

「
広
報
し
も
つ
け
」
を
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
一
部
）
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

順
次
、
設
置
店
を
拡
張
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

広
報
し
も
つ
け　

24
･
４
月
号



つなごう 心　結ぼう 絆　40

イ
ー
ス
タ
ー
と
モ
ミ
の
木
？

実
は
エ
コ
だ
よ
！

　

先
月
の
広
報
に
、
ド
イ
ツ
の
イ
ー
ス
タ
ー

の
習
慣
と
し
て
、
イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
を

作
っ
た
り
、
子
供
た
ち
が
、
外
に
隠
し
て
あ

る
お
菓
子
を
探
し
た
り
す
る
と
書
き
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
「
イ
ー
ス
タ
ー
の
火
」
と
呼
ば

れ
る
面
白
い
習
慣
が
あ
り
ま
す
。
ド
イ
ツ
で

は
、
イ
ー
ス
タ
ー
の
火
「O

sterfeuer

」
と

い
え
ば
、
イ
ー
ス
タ
ー
の
週
末
に
、
高
く
積

み
上
げ
た
枯
れ
木
や
モ
ミ
の
木
に
火
を
点
け

る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
時
に

は
、
ほ
と
ん
ど
の
ド
イ
ツ
人
は
本
物
の
モ
ミ

の
木
を
家
に
置
い
て
飾
り
ま
す
。
24
日
の
朝

か
ら
部
屋
に
置
い
て
、
１
月
６
日
ま
で
飾
り

ま
す
。
特
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
家
だ
と
そ
の
習

慣
が
強
い
と
思
い
ま
す
。
１
月
６
日
は
東
方

三
博
士
の
日
に
な
り
ま
す
。
彼
ら
は
、
イ
エ

ス
の
誕
生
時
に
お
祝
い
に
来
て
、
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
あ
げ
た
と
し
て
新
約
聖
書
に
登
場
し
ま

す
。
ド
イ
ツ
で
は
、
そ
の
1
月
6
日
ま
で
家

に
ツ
リ
ー
を
飾
り
、
次
の
日
に
は
、
ツ
リ
ー

を
特
別
な
ゴ
ミ
と
し
て
イ
ー
ス
タ
ー
の
火
を

す
る
場
所
に
集
め
て
お
き
ま
す
。
高
く
積
み

上
げ
ら
れ
た
ツ
リ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
に

よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、
５
ｍ
〜
10
ｍ
に
も
な

り
ま
す
。
そ
れ
が
普
通
で
す
。

イ
ー
ス
タ
ー
の
火
と
い
う
意
味
は
？

　

昔
の
風
習
と
し
て
、
イ
ー
ス
タ
ー
の
火
を

点
け
る
と
運
が
よ
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
悪
魔
や
鬼
が
寄
っ
て
こ
な
い
よ
う
に
す

る
、
日
本
の
お
祓
い
や
お
守
り
と
似
た
意
味

が
あ
り
ま
す
。
イ
ー
ス
タ
ー
の
火
は
二
日
前

に
作
り
始
め
ま
す
が
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
残
念
な
が
ら
、
ど

こ
に
で
も
人
の
い
う
事
を
聞
か
な
い
人
は
い

る
も
の
で
す
。
ダ
メ
と
言
っ
て
も
イ
ー
ス

タ
ー
の
前
に
火
を
点
け
て
し
ま
う
人
が

い
る
の
で
、
夜
番
を
立
て
て
お
か
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
。

　

イ
ー
ス
タ
ー
の
火
は
、
も
ち
ろ
ん
暗

く
な
っ
て
か
ら
点
け
ま
す
。
と
て
も
高

い
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
、
遠
い
と
こ
ろ

か
ら
で
も
良
く
見
え
ま
す
。
で
き
れ
ば

村
や
町
の
ど
こ
か
ら
で
も
見
え
る
よ
う

に
、
山
な
ど
の
高
い
と
こ
ろ
に
設
置
し

ま
す
。
イ
ー
ス
タ
ー
の
火
が
暗
く
寒
い

冬
を
追
い
払
い
、
と
て
も
良
い
雰
囲
気

で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
火
を
点
け
る
前
に
、

動
物
が
木
の
中
に
隠
れ
て
い
な
い
か
ど

う
か
、
ち
ゃ
ん
と
確
認
し
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
消
防
団
が
見
守
る
中
、
点
火
さ

れ
て
い
ま
す
。
私
の
地
方
だ
と
、
12
ｍ

近
い
高
さ
の
イ
ー
ス
タ
ー
の
火
に
な
り

ま
す
。
家
か
ら
イ
ー
ス
タ
ー
の
火
を
見
る
人

も
い
ま
す
し
、
点
火
場
所
に
集
ま
っ
て
、
食

事
を
し
た
り
、
お
酒
を
飲
む
人
も
い
ま
す
。

昔
は
火
の
回
り
で
踊
っ
た
ら
し
い
で
す
が
、

こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
以
前
の
ゲ
ル
マ
ン
民
族

の
習
慣
の
名
残
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ド
イ
ツ
で
は
、
こ
の
イ
ー
ス
タ
ー
の
火
の

到
来
を
心
か
ら
喜
ん
で
い
ま
す
。
火
が
燃
え

る
の
を
見
る
と
心
が
清
め
ら
れ
る
気
が
し
ま

す
。
そ
う
い
え
ば
、
日
本
の
春
は
楽
し
み
で

す
よ
ね
！　

美
味
し
い
食
べ
物
を
食
べ
た
り

飲
ん
だ
り
し
な
が
ら
、
梅
、
桜
な
ど
の
花
見

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
イ
ー
ス
タ
ー
！
」

　

Frohe O
stern!

国
際
交
流
員
ザ
ブ
リ
ー
ナ
・
リ
ン
の
コ
ラ
ム 

イ
ー
ス
タ
ー
の
火

　

私
の
故
郷
ド
イ
ツ
に
は
花
見
と
い
う

習
慣
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
せ
っ
か
く
日

本
に
い
る
の
で
、
私
と
一
緒
に
お
花
見

に
行
き
ま
せ
ん
か
？　

去
年
の
８
月
に

下
野
市
に
や
っ
て
き
た
の
で
、
こ
こ
で

の
お
花
見
は
初
め
て
で
す
。
天
平
の
丘

公
園
の
桜
は
と
て
も
素
敵
だ
と
何
回
も

言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
と
て
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
♪
〜

　

場
所
が
取
れ
る
か
不
安
で
す
が
、
天

平
の
丘
公
園
内
、
し
も
つ
け
風
土
記
の

丘
資
料
館
で
待
ち
合
わ
せ
し
ま
し
ょ

う
！　

ポ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
パ
ー
テ
ィ
ー
の

よ
う
な
雰
囲
気
に
し
た
い
の
で
、
美
味

し
い
飲
み
物
や
食
べ
物
、
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー

ト
な
ど
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
！

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

●
日　

時　

４
月
７
日
㈯

　

午
後
２
時
30
分
集
合

●
場　

所　

下
野
市
天
平
の
丘
公
園
内

　
（
し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館
に

集
合
）

●
参
加
料　

無
料

　
（
た
だ
し
、
飲
み
物
や
食
べ
物
、
レ

ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
な
ど
を
持
っ
て
き
て
く

だ
さ
い
！
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
安
全
課　

☎（
40
）5
5
5
5

　

sia.shim
otsuke@

gm
ail.com

国
際
交
流
員
の
花
見

in
天
平
の
花
ま
つ
り

ハンブルク　エルベ川のイースターの火　Urheber:Sansibla

広
報
し
も
つ
け　
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安心して救急医療を受診できる環境は、救急医療や救急車を正しく利用するという市民・町

民一人ひとりの意識と協力が必要不可欠です。

　そこで皆さんには、次の３つを普段から心がけていただくことをお願いします。そうしてい

ただくことで、みんながいつでも安心して救急医療や救急車を利用できるよ
うになります。

　大切な命を救うため、救急医療を本当に必要とする人のために、適正な利用にご協力ください。

かかりつけ医をもちましょう1
● 「かかりつけ医」とは、病気になったときの初期の医療や日ご

ろの健康に不安を感じたときに相談できる身近な診療所などの

医師のことです。

● 急な病気やけがに備え、自宅近くの「かかりつけ医」を探して

おき、体の不調を感じたときは、早めに相談し適切なアドバイ

スを受けましょう。

●必要なときには、適切な病院を紹介してもらうことも出来ます。

市民・町民の皆さんへの3つのお願い

救急車や救急医療を適正に
利用するみんなの少しの心がけが
医療を支える「力」になります。

比較的軽症な患者が時間に関係なく
コンビニ感覚で救急車を利用すると、
本当に必要な患者が利用できません。

救急医療を守ろう！救急医療を守ろう！
保 　 存 　 版



平成24年度版救急医療情報
■在宅当番医（救急医療機関） 
毎　日 17時から翌日の9時
休前日、年末年始(12月29日から1月2日) 17時から翌日の17時        
※1日2医療機関が在宅で救急患者(軽症)の医療を行います。当番日については市・町の広報紙・ホームページ等でご確認ください。

■杉村病院 
小山市城山町2-7-18　TEL:0285-25-5533

■小山整形外科内科 
小山市雨ヶ谷753　TEL:0285-31-1331

■光南病院 
小山市乙女795-4　TEL:0285-45-7711

■石橋総合病院 
下野市石橋628　TEL:0285-53-1134

■小金井中央病院
下野市小金井2-4-3　TEL:0285-44-7000

■野木病院 
野木町友沼5320-2　TEL:0280-57-1011

銀
行

市
役
所

小
山
駅

杉
村
病
院

265

4

263

小
山
整
形

外
科
内
科

小
山
工
業

団
地
南

保
育
園

幼
稚
園

33

50

191

銭湯

城南
出張所

結婚
式場

光南病院

50

コンビニ

JAおとめ
ホール

友沼小学校

4

間
々
田
駅

石橋
総合病院

石
橋
駅

石橋
小学校

石橋
高校

4

下野市役所
石橋庁舎

小金井
中央病院

44

国分寺
小学校

歯科医院

4下野市役所
国分寺庁舎

新橋
小学校

郵便局

野
木
駅

4

野
木
病
院

この面を見える所に貼ってください

ホームページ：http://www.qq.pref.tochigi.jp/
モバイル：http://www.qq.pref.tochigi.jp/kt/

■とちぎ医療情報ネット 
病院や診療所を受診するにあたって、役立つ情報を提供します。

小山市お問い合わせ先
小山市健康増進課

TEL:0285-22-9357

下野市お問い合わせ先
下野市健康増進課

TEL:0285-52-1116

野木町お問い合わせ先
野木町健康福祉課

TEL:0280-57-4171

上三川町お問い合わせ先
上三川町健康課

TEL:0285-56-9133

http://www.city.oyama.tochigi.jp/
kurashi/iryo/hospital/index.html

http://www.city.shimotsuke.lg.jp/hp/
menu000002700/hpg000002613.htm

http://www.town.nogi.tochigi.jp/
koho/index.htm

http://www.town.kaminokawa.tochigi.jp/
f_kenkouhukusi/holidayduty-doctor.htm
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夜間休日
急患センター
（小山市民病院
1階外来北西部）

一次（初期）救急医療機関
■小山地区夜間休日急患センター 
（小山市民病院とは、別の医療機関になります。）
小山市若木町1-1-5（小山市民病院1階外来北西部）
TEL：0285-23-6832
【診療日時】
平　日 19時から22時（内科・小児科）
土曜日 19時から22時（内科・小児科・外科）
 日曜,祝日,振替,年末年始(12月31日から1月3日)
 10時から12時　13時から17時　18時から21時
 （内科・小児科・外科）

■病院群輪番制病院　
　小山市民病院 TEL:0285-21-3800 (月･水･土曜日)
　石橋総合病院 TEL:0285-53-1134 (火･木曜日)
　光南病院 TEL:0285-45-7711 (木曜日)
　杉村病院 TEL:0285-25-5533 (金曜日)
　小金井中央病院 TEL:0285-44-7000 (金曜日)
　自治医科大学附属病院救命救急センター TEL:0285-44-2111 (日曜日)

■小児二次救急医療支援事業
　小山市民病院 TEL:0285-21-3800 (休日の昼間帯)
　自治医科大学附属病院救命救急センター TEL:0285-44-2111 (毎日の夜間)      　    

三次救急医療機関
　自治医科大学附属病院救命救急センター TEL:0285-44-2111 (毎日の夜間)

お子さんが急な病気やけがで心配な時にご相談ください。
経験豊富な看護師が相談に応じます。
(慢性疾患や育児相談は応じられません。)
【相談時間】 毎日19時から23時  TEL:028-600-0099
携帯電話やプッシュ回線の場合は、局番なしの#8000へおかけください。

■休日急患歯科診療所
小山市中央町2-2-21（小山市保健福祉センター1階）
TEL：0285-23-6854
【診療日時】
 日曜,祝日,振替,年末年始（12月31から1月3日）
 10時から12時　13時から16時

比較的軽い症状なら、
まず夜間休日急患センターへ！
なお、保険証は必ずお持ち下さい

二次救急医療機関(救急車による搬送)

■とちぎ子ども救急電話相談

救急医療情報

救急当番病院案内
テレフォンサービス

TEL:0180-992-190

在宅当番の日程等救急医療の
情報を掲載しています。

の小山医療圏 小 山 市
下 野 市
野 木 町
上三川町



出来るだけ診療時間内に受診しましょう2
● 救急医療機関を「夜間のほうがすいているから」「昼間は仕事があるから」などの理

由で、あえて夜間や休日に利用する人がいます。このため、救急外来が混み合い、本

当に治療が必要な患者への対応が十分にできなくなる恐れがあります。便利な時間外

の医療機関ではありませんので、救急時以外に受診することは避けましょう。

● 救急医療は緊急事態に備えるためのもので、本来の診療時間とは異なり、少人数の診

療体制となっています。そのため、専門的な診療が受けられないことが多くあります。

● より充実した診療を受けるには昼間の診療時間に受診することが一番です。

救急車は本当に必要な時だけ利用しましょう3
● 緊急性がない救急車の利用が多くなると、本当に救急車が必要な人へ速やかに救急車

を出動させることができなくなります。本当に必要とする人のために、救急車を適正

に利用しましょう。

● 緊急性があり本当に必要なときには、119番通報して救急車を呼んでください。症

状に応じた利用を心がけましょう。

夜間・休日の急な病気は、まず夜間休日急患センター又は在宅当番医へ

小山地区では、夜間や休日の急病に対して安心して医療が受けられる体制が整っていま

す。比較的症状が軽い場合は、まず「夜間休日急患センター」（歯科の場合
は「休日急患歯科診療所」）・「在宅当番医」を受診してください。
夜間休日急患センター・休日急患歯科診療所・在宅当番医では、応急的な処置に限られ

ます。翌日には必ず診療時間内に、かかりつけ医を受診しましょう。


	

